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は
じ
め
に

　
本
研
究
の
目
標
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
助
数
詞
」
の
歴
史
的
研
究
で
あ
り
、

本
稿
は
、
そ
の
基
礎
的
研
究
と
な
る
「
中
国
古
代
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考

察
」
の
一
端
で
あ
る
（
資
料
に
は
、
紙
文
書
（
残
紙
）
を
も
含
む
）
。

　
東
南
ア
ジ
ア
一
東
ア
ジ
ア
の
シ
ナ
・
チ
ベ
ッ
ト
語
族
な
ど
に
は
、
い
わ
ゆ
る
類

別
詞
o
－
豊
ω
庄
胃
に
よ
る
表
現
が
多
く
兄
ら
れ
る
。
中
国
、
ま
た
、
中
国
文
法
で
は
、

こ
れ
を
量
詞
、
助
名
詞
、
形
体
詞
、
単
位
詞
、
陪
判
詞
な
ど
と
称
し
、
日
本
文
法

で
は
、
こ
の
類
を
助
数
詞
と
称
す
る
。

　
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
中
国
古
代
の
量
詞
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
っ
き
、
か
っ
て
は
、
究
明
困
難
で
あ
り
、
す
べ
て
不
明
で

あ
る
と
し
て
放
置
さ
れ
て
き
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
量
詞
は
、
文
法
的
に

そ
の
役
割
は
極
め
て
低
く
、
口
語
に
用
い
ら
れ
て
も
茎
言
文
に
は
登
場
し
な
い
、

口
語
資
料
を
得
な
い
隈
り
、
文
献
の
教
え
る
と
こ
ろ
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
、
即
ち
、

元
以
前
の
口
語
に
お
け
る
量
詞
の
あ
り
方
に
っ
い
て
は
、
す
べ
て
不
明
で
あ
る
と

　
　
　
　
（
1
）

い
う
他
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
、
中
国
の
各
地
か
ら
戦
国

時
代
か
ら
晴
、
唐
代
に
か
け
て
の
簡
腰
類
や
紙
本
文
書
等
が
出
土
し
、
こ
れ
ら
に

よ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
量
詞
が
積
極
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
直
面
す

る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
多
く
が
記
録
文
、
通
信
文
、
目
録
・
リ
ス
ト
や
帳
簿
の

類
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
量
は
、
決
し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
が
、
も
と
よ

り
、
口
語
資
料
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
量
詞
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
中
国
古
代
の
量
詞
を
考
え
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
そ
れ
よ
日
本
語
の
助
数
詞
と

の
比
較
研
究
を
始
め
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
、
中
国
古
代
の
量
詞
に
つ
い
て
の
実

態
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
次
の
よ
う
な
簡
腰
資
料
、

お
よ
び
、
紙
本
文
書
等
に
よ
り
、
用
例
の
収
集
と
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）

第
三
十
一
巻
　
一
頁
－
二
三
頁

平
成
九
年
十
二
月
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二

A 　
　
中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に

峰
燧
遺
趾
出
土
簡
蹟

一
－
居
延
簡
腰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甘
粛
省
　
前
漢
一
中
後
期
他

　
2
居
延
新
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甘
粛
省
　
前
漢
・
中
後
期
他

二
　
敦
煙
簡
腰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甘
粛
省
　
前
漢
・
中
後
期
他

三
　
楼
蘭
簡
腰
一
残
紙
　
　
　
　
　
　
鶴
欝
　
　
西
晋
二
丁
四
世
紀

墓
葬
出
土
簡
腰

　
戦
国
時
代
一
秦
代
の
簡
腰

一
　
長
沙
五
里
牌
四
〇
六
号
墓
竹
簡
　
湖
南
省
　
戦
国
中
期
以
後

二
　
長
沙
仰
天
湖
戦
国
墓
竹
簡
　
　
　
湖
南
省
　
戦
国
中
期
以
後

三
　
睡
虎
地
一
一
号
秦
墓
竹
簡
　
　
　
湖
北
省
　
謹
謹
睾
七
年
一

漢
代
の
簡
腰

九八七六　五四
B

　
馬
王
堆
一
号
漢
墓
竹
簡

付
、
同
三
号
漢
墓
木
腰

　
雲
夢
漢
墓
木
腰
一
木
方
一

　
江
陵
鳳
鳳
山
八
号
漢
墓
竹
簡

付
、
同
九
号
漢
墓
竹
簡

　
江
陵
鳳
鳳
山
一
〇
号
漢
墓
木
腰

　
江
陵
鳳
鳳
山
一
六
七
号
漢
墓
木
簡

付
、
同
ニ
ハ
九
号
漢
墓
竹
簡

　
江
陵
鳳
鳳
山
一
六
八
号
漢
墓
竹
腰

　
貴
県
羅
泊
湾
一
号
漢
墓
簡
腰

　
連
雲
港
侍
其
繍
墓
木
腰
一
木
方
一

　
連
雲
港
覆
賀
墓
木
蹟
一
木
方
一

湖
南
省

（
同

湖
北
省

湖
北
省

（
同

湖
北
省

　
湖
北
省

　
（
同

　
湖
北
省

広
西
省

江
蘇
省

江
蘇
省

前
漢
。
初
期

右
）前

漢
一
初
期

前
漢
・
初
期

右
）前

漢
・
初
期

　
前
漢
一
初
期

　
右
）

　
前
漢
一
初
期

前
漢
・
初
期

前
漢
・
中
晩
期

前
漢
・
晩
期

五四三 　
（
三
保
）

　
一
〇
　
連
雲
港
網
唾
荘
漢
墓
木
腰
　
　
　
江
蘇
省
　
前
漢
末
－
後
漢
初
期

　
二
　
揚
州
儀
徴
青
浦
一
〇
一
号
漢
墓
簡
腰
　
江
蘇
省
　
前
漢
一
晩
期

C
　
三
国
時
代
一
晋
代
の
簡
蹟

　
一
　
南
昌
高
栄
墓
簡
賭
順
一
木
方
一
　
　
　
江
西
省
　
ぷ
斗
撃
嶋
オ
事
順
年
一

　
二
　
南
昌
呉
応
墓
簡
腰
一
木
方
一
　
　
　
江
西
省
　
西
晋
一
初
期

　
三
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
五
三
号
墓
木
簡
　
鶴
灘
西
晋
一
義
彗
年
一

四
長
沙
晋
周
芳
命
妻
驚
墓
石
刻
湖
薯
東
晋
、
饒
ぎ
三
八

　
五
　
武
威
早
灘
披
一
九
号
墓
木
蹟
　
　
甘
粛
省
　
東
晋
・
辞
r
三
矢
三
六
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）

付
、
漢
代
の
医
書

　
一
　
馬
王
堆
三
号
漢
墓
白
巾
書
宝
十
二
病
方
一
　
湖
南
省
　
前
漢
一
初
期

　
二
　
武
威
早
灘
披
漢
墓
簡
腰
　
　
　
　
甘
粛
省
　
後
漢
一
前
期

　
吐
魯
番
出
土
文
書
（
簡
蹟
一
紙
本
）
　
鶴
麓
　
　
三
－
八
世
紀

　
階
一
唐
代
前
後
の
文
書
　
　
　
　
　
　
（
各
地
）
　
晴
一
唐
代
前
後

　
参
考

A
　
戦
国
時
代
一
秦
代
以
前
の
墓
葬
出
土
簡
腰

　
　
　
江
陵
藤
店
一
号
墓
竹
簡
　
　
　
　
湖
北
省
　
前
四
四
八
－
四
三
年

　
二
　
随
播
鼓
敷
一
号
墓
竹
簡
　
　
　
　
湖
北
省
　
前
四
三
三
年
頃

　
三
　
信
陽
長
台
関
一
号
墓
竹
簡
　
　
　
河
南
省
　
戦
臥
早
期

　
四
　
江
陵
望
山
二
号
墓
竹
簡
　
　
　
　
湖
北
省
　
戦
国
中
期

　
五
　
江
陵
天
星
観
一
号
墓
竹
簡
　
　
　
湖
北
省
　
前
三
六
丁
三
四
〇
年
頃

六
　
青
川
椰
家
坪
五
〇
号
墓
木
蹟
　
　
四
川
省
　
前
三
〇
六
年
前
後

　
七
　
長
沙
楊
家
湾
戦
国
墓
竹
簡
　
　
　
湖
南
省
　
戦
国
中
期
以
後

八
　
長
沙
子
弾
庫
戦
国
楚
畠
書
　
　
　
湖
南
省
　
戦
国
時
代

B
　
漢
代
の
墓
葬
出
土
簡
蹟
．
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江
陵
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
　
湖
北
省
　
前
漢
一
前
期
　
　
　
　
　
　
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
五
巻
、
一
九
九
一
年
二
百
。

　
　
　
　
ニ
　
ポ
陽
双
古
堆
一
号
漢
墓
簡
腰
　
　
安
徽
省
　
前
漢
一
前
期
　
　
　
　
　
　
○
［
文
献
5
］
「
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
に
お
け
る
量
詞
に
つ
い
て
」
・
『
島
大
国
文
』
・

　
　
　
　
三
　
臨
折
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
　
　
　
　
山
東
省
　
前
漢
一
中
期
　
　
　
　
　
　
　
第
二
〇
号
、
一
九
九
一
年
二
一
月
。

　
　
　
　
四
　
光
化
五
座
墳
三
号
漢
墓
竹
簡
　
　
湖
北
省
　
前
漢
一
中
期
　
　
　
　
　
　
○
［
文
献
6
］
「
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根

　
　
　
　
五
　
那
江
胡
場
王
奉
世
墓
木
腹
　
　
　
江
蘇
省
　
前
漢
・
晩
期
　
　
　
　
　
　
　
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
六
巻
、
一
九
九
二
年
二
一
月
。

　
　
　
　
六
　
大
通
上
孫
家
塞
一
一
五
号
漢
墓
木
簡
　
青
海
省
　
前
漢
・
晩
期
　
　
　
　
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
、
早
い
内
に
公
表
し
た
い
と
は
思
う
が
、
紙
面
の
都
合
が

　
　
　
　
七
　
定
県
八
角
廊
四
〇
号
漢
墓
竹
簡
　
河
北
省
　
前
漢
一
晩
期
　
　
　
　
　
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
左
記
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
　
八
　
塩
城
県
三
羊
轍
一
号
漢
墓
木
簡
　
江
蘇
省
　
前
漢
一
晩
期
　
　
　
　
　
　
　
丁
三
　
楼
蘭
簡
腰
・
残
紙

　
　
　
　
九
　
武
威
磨
咀
子
漢
墓
簡
腰
　
　
　
　
甘
粛
省
　
前
漢
。
晩
期
　
　
　
　
　
　
　
二
－
付
　
漢
代
の
医
書
（
二
点
）

　
　
　
　
一
〇
　
肝
胎
東
陽
七
号
漢
墓
木
札
　
　
　
江
蘇
省
　
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
参
考
（
A
－
八
点
、
B
－
一
一
点
、
C
－
二
点
）

　
　
　
　
二
　
武
威
雷
台
漢
基
銘
文
　
　
　
　
　
甘
粛
省
　
後
漢
一
晩
期
　
　
　
　
　
　
こ
の
後
、
次
が
残
っ
て
い
る
が
、
別
稿
を
期
す
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
C
　
三
国
時
代
の
墓
葬
出
土
簡
腰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
階
一
唐
代
前
後
の
文
書

　
　
　
　
　
　
部
城
史
緯
墓
木
腰
　
　
　
　
　
　
湖
北
省
　
呉
初
期
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
補
遺
と
し
て
左
記
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
後
日
に
委
ね
る
。

　
　
　
　
二
　
馬
鞍
山
朱
然
墓
木
腰
　
　
　
　
　
安
徽
省
　
呉
ふ
弟
鶏
年
一
　
　
　
　
　
　
一
－
二
補
　
　
敦
煙
簡
蹟
　
馬
圏
湾
出
土
簡
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
－
A
補
－
　
包
山
楚
墓
竹
簡

　
右
の
内
、
一
の
一
－
一
一
2
、
一
の
二
、
二
の
A
一
B
一
C
、
三
、
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
補
2
　
江
陵
揚
家
山
二
二
五
号
秦
墓
竹
簡

は
、
左
記
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
－
B
補
－
　
馬
王
笹
二
号
漢
墓
木
濱

　
○
［
文
献
1
］
「
居
延
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
　
　
　
　
　
　
補
2
　
江
陵
鳳
鳳
山
ニ
ハ
八
号
漢
墓
竹
簡

　
　
部
紀
要
』
、
第
二
四
巻
、
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
二
一
月
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
3
　
江
陵
高
台
一
八
号
漢
墓
木
腰

　
○
［
文
献
2
］
「
居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
　
　
　
　
三
－
補
　
　
　
吐
魯
番
出
土
文
書
…
…
『
吐
魯
番
出
土
文
書
第
十
冊
』
、
他

　
　
部
紀
要
』
、
第
二
九
巻
、
一
九
九
五
年
二
一
月
。

　
○
□
文
献
3
］
「
敦
煙
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
一

　
　
九
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
。

　
○
［
文
献
4
］
「
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
I
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）

sokyu

sokyu

sokyu



中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
1
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）

4

一
⊥
二

楼
蘭
簡
腰
⑱
残
紙

は
じ
め
に

　
一
九
〇
〇
年
三
月
、
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
氏
に
よ
っ
て
、
タ
リ
ム
盆
地
の
ロ

ブ
ノ
ー
ル
（
羅
布
淳
爾
）
北
岸
の
オ
ア
シ
ス
に
栄
え
た
楼
蘭
の
古
坦
が
発
見
さ
れ

た
。
翌
年
、
再
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
三
月
八
日
、
一
軒
の
住
居
祉
か
ら
木
片
や

紙
片
、
絹
片
に
書
か
れ
た
文
書
が
出
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
国
の
軍
事
植
民
地

（
屯
田
）
で
あ
っ
た
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
の
漢
文
文
書
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
の
ア
ウ
グ
ス
ト
⑤
コ
ン
ラ
デ
ィ
氏
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

　
○
O
o
目
『
印
｛
き
＞
“
b
帝
O
ぎ
“
§
8
泳
〔
“
“
§
寒
§
昏
、
ぎ
、
鳶
§
ミ
§
、
吻
◎
§
膏
§
肉
汀
“
ミ
ー

　
　
さ
§
き
撃
§
寒
§
吻
ぎ
ト
§
ト
§
㌧
㊤
貰
ω
8
o
穿
◎
巨
．
（
楼
蘭
に
て
ス
ウ

　
　
ェ
ン
一
ヘ
デ
ィ
ン
に
よ
っ
て
発
兄
さ
れ
た
漢
文
文
書
と
そ
の
他
の
小
出
土
晶
）

　
一
九
八
八
・
八
九
年
、
日
本
書
遣
教
育
会
議
に
よ
っ
て
「
ス
ウ
ェ
ン
一
ヘ
デ
ィ

ン
氏
と
楼
蘭
王
国
展
」
（
於
西
武
百
貨
店
）
が
催
さ
れ
、
簡
蹟
・
残
紙
併
せ
て
約
二

三
〇
点
、
そ
の
他
の
出
土
品
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
折
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
に
よ
る
文
書
の
修
復
、
お
よ
び
、
紙
の
分
析
が
行
わ
れ
、
左
記
（
図
版
集
一
が

刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
コ
ン
ラ
デ
ィ
本
の
誤
り
も
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

　
○
同
会
議
編
『
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
楼
蘭
発
現
残
紙
南
木
腰
』
、
一
九
八
八
年
。

　
楼
蘭
か
ら
は
、
そ
の
後
、
ア
ウ
レ
ル
。
ス
タ
イ
ン
氏
の
第
二
次
一
第
三
次
探
検

（
一
九
〇
六
－
○
八
年
次
、
一
九
二
二
；
一
六
年
次
）
、
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー
ル
・
ペ

リ
オ
氏
の
探
検
（
一
九
〇
六
－
○
八
年
）
、
第
二
次
大
谷
探
検
隊
二
九
〇
八
－
○

九
年
）
、
そ
の
他
に
よ
っ
て
も
貴
重
な
漢
文
文
書
が
発
兄
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
タ
イ
ン
氏
の
第
三
次
探
検
の
際
の
発
兄
文
書
は
、
次
の
ヘ
ン
リ
i
一
マ
ス
ペ

ロ
氏
の
著
者
の
第
二
部
に
、
、
、
∪
O
O
自
竃
向
室
↓
ω
｝
内
◎
く
向
岩
＞
岩
↓
U
O
o
o
胃
向

∪
向
畠
Q
9
ト
ト
≧
、
、
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
五
二
－
八
一
頁
）
。

　
○
曽
8
弐
冒
轟
肩
『
9
卜
8
b
§
ミ
§
§
沫
o
ミ
§
◎
泳
き
ざ
ぎ
室
～
§
～
暑
§
弐
§

　
　
昏
吻
寺
ト
ミ
ミ
N
⑦
討
ぎ
§
ト
包
“
Q
“
§
、
§
貧
H
鵠
仰
ω
『
匡
序
竃
易
①
■
昌
一
■
◎
■
｛
p

　
　
（
ア
ウ
レ
ル
一
ス
タ
イ
ン
卿
第
三
回
中
央
ア
ジ
ア
探
検
シ
ナ
語
文
書
）

　
ス
タ
イ
ン
氏
の
三
次
に
わ
た
る
楼
蘭
、
敦
燈
、
そ
の
他
に
お
け
る
漢
代
、
晋
代

等
の
竹
・
木
簡
、
残
紙
は
、
次
の
文
献
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
○
＞
膏
色
撃
臥
p
ト
§
、
§
、
§
◎
ざ
さ
き
ぎ
§
、
射
魯
◎
ミ
県
ト
ミ
ぎ
§
N
§
ポ
ミ
卑
－

　
　
㌧
ざ
§
弐
o
§
ぎ
O
“
ぎ
8
“
§
喜
8
ぎ
き
H
㊤
〇
一
〇
×
｛
◎
『
戸
0
5
『
⑦
■
｛
◎
箏
勺
『
①
ω
ρ

　
　
（
古
和
闘
考
）

　
第
五
章
、
第
六
章
に
、
一
九
〇
一
年
、
一
九
〇
七
年
に
尼
雅
河
流
域
の
干
閲
（
克

里
雅
）
、
尼
雅
か
ら
出
土
し
た
晋
代
木
簡
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

　
　
、

　
○
向
ま
冒
胃
｛
O
｝
印
く
φ
昌
弓
9
卜
8
b
o
§
§
§
済
O
ミ
§
◎
汁
§
o
§
ミ
沫
㌧
s
、
ト
ミ
§
N

　
　
吻
討
ぎ
き
§
雪
的
き
帝
吻
き
§
喜
8
ぎ
§
o
‡
§
ざ
N
㌧
胃
仰
○
氏
◎
a
o
邑
一

　
　
串
窃
ω
．
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
沙
磧
出
土
漢
文
々
記
）

　
○
斯
坦
因
著
・
向
達
訳
『
斯
坦
因
西
域
考
古
記
』
、
一
九
八
七
年
三
月
、
中
華
書

　
　
局
・
上
海
書
店
の
聯
合
出
版
（
一
九
三
六
年
中
華
書
局
版
の
復
印
）

　
○
赤
井
清
美
編
『
書
道
資
料
集
成
』
、
第
一
一
巻
（
ス
タ
イ
ン
第
一
回
目
、
八
六

　
　
－
九
二
頁
）
、
第
一
一
巻
（
同
二
回
目
、
八
四
頁
ま
で
）
、
一
九
七
七
年
、
東

　
　
京
堂
出
版
。

　
○
大
谷
光
瑞
編
『
西
域
考
古
図
譜
』
、
一
九
一
五
年
、
国
華
社
。

　
大
谷
探
検
隊
の
成
果
の
一
つ
は
、
一
九
〇
九
年
三
月
頃
、
仏
僧
橘
瑞
超
師
に
よ

sokyu
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っ
て
発
見
さ
れ
た
李
相
文
書
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
威
和
三
年
（
二
ご
一
八

年
）
五
月
七
日
、
前
涼
王
国
の
西
域
長
史
と
し
て
楼
蘭
の
地
に
進
駐
し
た
李
相
将

軍
が
、
焉
者
王
竜
煕
に
送
っ
た
手
紙
の
草
稿
類
一
束
で
あ
る
（
紙
文
書
）
。
羽
田
亨

博
士
「
大
谷
伯
爵
所
蔵
新
彊
史
料
解
説
、
第
一
－
西
域
長
史
李
柏
に
関
す
る
文
書
」

（
『
東
洋
学
報
』
、
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
一
一
年
五
月
）
、
松
田
寿
男
氏
『
古
代
天

山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
（
一
九
五
六
年
一
一
月
刊
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一

二
七
－
二
二
一
二
頁
）
、
そ
の
他
に
論
考
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
発
兄
さ
れ
た
楼
蘭
漢
文
簡
腰
・
紙
文
書
を
整
理
、
合
校
し
た

文
献
と
し
て
、
近
時
、
左
記
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
抄
出
し
て
お
く
。

　
○
孟
凡
人
著
『
楼
蘭
都
善
簡
腰
年
代
学
研
究
』
、
一
九
九
五
年
六
月
、
新
彊
人
民

　
　
出
版
社
。
（
上
篇
「
楼
蘭
尼
雅
漢
文
簡
腰
合
校
及
其
年
代
学
研
究
」
）

　
　
　
　
第
一
期
　
曹
魏
黄
初
二
、
三
年
（
二
二
一
、
二
二
二
年
）
至
嘉
平
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
五
一
年
）
、
曹
魏
王
朝
草
創
、
西
域
長
史
初
置
。

　
　
　
　
第
二
期
　
曹
魏
嘉
平
四
年
（
二
五
二
年
）
至
景
元
五
年
（
二
六
四
年
）
。

　
　
　
　
第
三
期
　
曹
魏
威
照
二
、
三
年
（
二
六
五
、
二
六
六
年
）
。
西
晋
建
立
。

　
　
　
　
第
四
期
　
西
晋
泰
始
三
年
（
二
六
七
年
）
至
泰
始
六
年
。

　
　
　
　
第
五
期
　
西
晋
泰
始
七
年
（
二
七
一
年
）
至
永
嘉
三
年
。

　
　
　
　
第
六
期
　
西
晋
永
嘉
四
年
（
＝
二
〇
年
）
至
建
興
一
八
年
（
三
三
〇
年
）
。

　
　
　
　
第
七
期
　
前
涼
建
興
一
八
年
以
後
至
東
晋
永
和
（
三
四
五
⊥
二
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
。

　
　
　
　
第
八
期
　
永
和
年
間
以
後
至
太
元
元
年
（
二
エ
ハ
七
年
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
簡
蹟
・
紙
文
書
は
、
大
体
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
発
兄
に
か

か
る
も
の
だ
が
、
一
九
八
○
年
四
月
、
さ
ら
に
、
木
簡
六
三
点
、
紙
文
書
二
点
が

発
兄
さ
れ
た
。
泰
始
二
年
（
二
六
六
年
）
か
ら
同
五
年
の
紀
年
が
み
え
る
。
左
記

参
照
。

　
○
侯
畑
著
『
高
昌
楼
蘭
研
究
論
集
』
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
新
彊
人
民
出
版
社
。

　
右
に
よ
れ
ば
、
楼
蘭
よ
り
出
土
し
た
木
簡
類
は
計
四
二
一
点
、
紙
文
書
は
計
一

六
四
点
、
総
計
五
七
六
点
と
な
る
と
さ
れ
る
（
二
五
五
頁
）
。

二
　
量

詞

　
楼
蘭
出
土
の
簡
腰
・
残
紙
は
、
西
晋
の
前
後
、
三
－
四
世
紀
の
年
代
性
を
有
す

る
。
こ
こ
に
は
、
「
百
一
十
三
斜
七
斗
六
升
六
含
三
撮
三
秒
床
」
（
孟
凡
人
、
伽
）
．
、

「
大
麦
二
頃
已
裁
廿
畝
」
（
同
、
㎜
）
、
「
請
縄
廿
丈
」
（
同
、
㎜
）
、
「
前
桔
梗
八
両
」

（
同
、
抑
）
と
い
っ
た
単
位
と
共
に
、
以
下
の
よ
う
な
量
詞
が
み
え
て
い
る
。

’
な
お
、
用
例
の
末
尾
に
示
す
出
典
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
喀
号
を
用
い
る
、

　
日
本
書
遣
教
育
会
議
編
『
残
紙
・
木
蹟
』
の
場
合
、
（
残
紙
、
1
3
正
面
／
2
0
／
α

－
1
0
）
の
よ
う
に
し
て
示
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
「
残
紙
」
の
部
、
図
版
番
号
1
3
、

簡
の
表
／
同
書
の
2
0
頁
／
コ
ン
ラ
デ
ィ
氏
の
分
類
番
号
、
と
の
意
味
で
あ
る
。
ヘ

ン
リ
ー
一
マ
ス
ペ
ロ
氏
の
前
掲
書
に
よ
る
場
含
、
「
マ
」
と
冠
し
、
同
書
に
用
い
る

番
号
を
添
え
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ャ
バ
ン
ヌ
氏
の
前
掲
書
に
お
け
る
も
の
は
、

『
木
簡
・
竹
簡
・
畠
書
　
戦
国
・
秦
・
漢
一
晋
』
（
中
国
法
書
選
1
0
、
一
九
九
〇
年

一
〇
月
、
二
玄
社
）
の
図
版
番
号
に
よ
り
（
シ
ャ
／
1
3
）
と
添
え
る
。
大
谷
探
検

隊
、
侯
仙
氏
に
よ
る
場
合
は
、
（
大
谷
）
、
（
侯
仙
）
と
添
え
る
。
孟
凡
人
氏
の
著
者

に
よ
る
場
含
は
、
（
孟
、
脚
、
岩
◎
曽
叩
－
＞
・
自
二
∵
8
◎
）
と
添
え
る
。
脚
は
、

同
氏
の
整
理
番
号
で
あ
り
、
オ
◎
曽
㎝
以
下
は
、
マ
ス
ペ
ロ
氏
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
原
文
の
割
書
を
〈
　
〉
印
、
改
行
を
／
印
で
示
す
。

中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
l
l
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
　
（
三
保
）



中
国
古
代
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
l
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）
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ω
　
丸

○
　
承
　
　
前
注
丸
二
百
七
十
二
丸
（
孟
、
捌
、
岩
o
べ
o
◎
㌣
－
＞
一
自
∴
∵
◎
H
0
0
◎
）

○
　
（
上
賂
）
腹
中
不
調
一
歳
飲
一
丸
不
下
至
三
丸
二
歳
三
［
下
残
］
／
七
丸
不

　
　
下
梢
曽
至
十
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
螂
、
岩
◎
8
ω
一
＞
一
H
∴
く
二
）

　
前
者
は
木
簡
、
後
者
は
紙
文
書
で
あ
る
。
共
に
、
丸
薬
を
数
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。　

　
②
　
乗

○
　
若
下
賃
属
當
著
露
車
二
乗
巷
車
一
（
破
損
）
土
車
一
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
残
紙
、
1
3
正
面
／
2
0
／
C
－
1
0
）

○
　
　
（
上
賂
）
及
露
車
一
乗
輿
（
破
損
）
　
　
　
（
残
紙
、
・
／
7
9
／
C
－
5
－
1
）

　
前
者
の
「
土
」
字
は
、
孟
凡
人
氏
は
字
形
不
明
と
さ
れ
る
。
後
者
の
出
典
中
の

「
一
」
印
は
、
こ
れ
が
コ
ン
ラ
デ
ィ
本
の
転
載
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
下

同
様
。
「
露
車
」
は
、
お
お
い
の
な
い
車
（
乗
用
車
）
を
い
う
。

○
　
［
上
残
］
□
男
生
年
廿
五
車
牛
二
乗
共
杷
牛
二
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
棚
、
オ
一
肉
く
ふ
H
津
s
）

　
判
読
不
能
字
は
、
「
欄
」
（
沙
碗
釈
）
と
す
る
向
き
も
あ
る
。

　
　
㈹
　
人

○
　
汝
［
］
行
史
一
人
少
［
］
作
当
如
何
　
　
　
　
（
侯
仙
、
o
。
芦
ω
冨
』
）

○
　
甲
右
二
人
牧
牛
験
［
…
…
］
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侯
仙
、
o
．
o
－
ω
↓
一
〇
竃
）

○
　
甲
右
二
人
兵
仮
吏
馬
貞
牡
駿
一
頭
歯
八
歳
［
］
　
（
侯
仙
、
。
。
◎
－
ω
↓
一
〇
冒
）

○
　
　
［
上
残
］
大
吏
一
人
□
［
下
残
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
㎜
、
（
§
）
）

　
　
ω
　
具

○
　
承
　
　
　
前
囚
針
二
具
　
　
　
　
（
孟
、
汕
、
岩
◎
ミ
①
“
ト
一
曽
二
∵
胃
冨
）

○
　
□
針
二
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
鋤
、
≠
o
ミ
†
■
＞
一
目
二
一
胃
）

○
　
…
…
模
一
具
工
郡
［
下
残
］
　
　
（
孟
、
脳
、
オ
◎
O
．
8
－
■
＞
・
目
∴
二
内
）
）

○
　
出
駝
他
苑
一
具
給
工
王
柔
治
已
五
月
九
日
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
蝸
、
岩
O
O
。
自
－
－
＞
一
自
二
∵
8
0
。
）

　
「
針
」
と
は
金
属
具
の
よ
う
で
あ
る
。
「
荊
」
は
、
あ
ざ
み
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
㈲
　
匹
　
↓
㈹
　
□
　
㈹
　
頭

○
　
出
〈
大
麦
五
斗
給
行
書
民
桃
将
飯
官
／
醗
池
一
匹
日
五
升
起
十
二
月
十
二
日

　
　
尽
二
十
二
日
〉
　
　
ヨ
　
　
（
マ
、
岩
o
曽
切
－
－
＞
・
声
声
8
o
角
①
g
◎
〈
表
〉
）

　
末
尾
は
受
領
者
の
サ
イ
ン
で
あ
ろ
う
か
。
孟
凡
人
氏
は
、
「
飯
」
を
「
飲
」
、
「
醗

池
」
を
「
駝
他
」
と
釈
字
す
る
（
脚
）
。
従
い
た
い
。

○
　
　
［
…
］
七
匹
計
前
［
　
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侯
畑
、
o
◎
o
－
巾
↓
一
◎
◎
仁
）

○
　
［
…
］
作
［
］
駝
宅
一
匹
六
［
歳
］
　
　
　
（
侯
仙
、
o
。
芦
団
弓
』
s
）

○
　
［
上
残
］
駝
他
一
匹
到
　
　
　
　
（
孟
、
蝸
、
岩
◎
◎
◎
き
－
－
＞
一
自
二
∵
8
◎
）

○
　
□
奉
ヵ
一
　
牛
二
匹
□
下
残
］
　
（
孟
、
鋤
、
岩
◎
事
†
－
＞
一
自
二
∵
◎
H
雷
）

　
ラ
ク
ダ
一
牛
は
「
匹
」
、
駿
は
「
頭
」
、
羊
は
「
口
」
「
頭
」
で
数
え
て
い
る
。

○
　
池
状
子
二
匹
買
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
残
紙
一
／
8
5
／
C
－
1
3
－
2
正
面
）

　
　
だ
し
や
う

　
「
蛇
林
」
は
、
草
の
名
（
や
ぷ
じ
ら
み
、
は
ま
に
ん
じ
ん
）
と
い
う
。
「
匹
」
は
、

価
格
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、
「
物
穀
食
輿
胡
牛
買
綾
繰
匹
数
」
（
残

紙
1
6
／
2
5
）
の
如
き
は
、
綾
繰
の
匹
数
で
牛
の
価
格
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
絹
一
布
は
「
匹
」
で
計
量
す
る
（
孟
、
蝸
、
岩
◎
⑩
8
－
■
＞
・
冒
∴
二
、
他
）
。

　
　
㈹
　
口
　
↓
㈲
　
匹
　
㈹
　
頭

○
　
計
沃
正
一
口
少
百
七
十
八
匹
八
尺
八
寸
六
分
玉
正
一
口
償
布
百
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
2
1
／
㎜
／
C
－
2
3
一

　
こ
れ
は
「
布
の
清
算
に
つ
い
て
」
の
結
果
を
書
い
た
も
の
で
、
「
計
る
に
、
沃
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
一

の
一
口
は
、
百
七
十
八
匹
に
対
し
て
八
尺
八
寸
六
分
が
未
納
で
あ
る
◎
王
正
の
一



7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

口
は
、
布
百
六
十
…
…
を
償
え
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
「
正
」
と
は
、
よ
ろ
い
ぐ

さ
、
水
沢
中
に
生
ず
る
一
種
の
香
薬
と
い
う
、
そ
れ
で
あ
ろ
う
か
、
未
勘
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

0
　
□
□
羊
二
口
蒲
（
上
下
破
損
）
　
　
　
　
　
　
（
木
蹟
、
9
4
／
㎜
／
C
－
m
）

　
羊
を
教
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、
孟
凡
人
氏
は
、
「
□
衰
充
羊
二
□
蒲
□

［
下
残
］
」
（
湖
皿
）
と
釈
す
る
。

　
　
ω
　
合

○
　
（
正
面
）
出
伯
肺
一
合
瞳
一
合
＊
景
元
四
年
八
月
八
日
幕
下
史
索
魔
霊
付
兼

　
　
将
張
禄
　
　
（
背
面
）
録
事
橡
閲
　
　
一
孟
、
㎜
、
岩
◎
べ
竈
－
－
＞
二
∵
＜
二
）

　
右
は
、
敦
煙
漢
簡
と
さ
れ
て
い
た
の
で
（
木
簡
残
紙
集
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
閉
）
、
前

穐
で
言
及
し
た
。
簡
文
に
も
・
「
（
上
欠
）
五
伯
肺
一
口
礒
一
合
」
云
々
と
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
う
す

こ
れ
に
っ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
と
述
べ
た
。
右
の
よ
う
に
、
「
瞠
一
合
」
と
あ

れ
ば
、
類
例
も
あ
る
の
で
、
理
会
し
や
す
い
。
な
お
、
＊
部
に
は
符
号
の
記
入
が

あ
る
。

　
　
㈹
　
園

○
　
取
合
得
二
百
六
十
三
束
　
束
黎
二
園
五
謹
表
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
搬
、
≠
◎
O
．
8
－
－
＞
一
目
一
く
二
）

　
「
束
」
も
「
園
」
も
、
そ
れ
な
り
の
規
定
に
よ
る
単
位
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
酬
　
　
寸

　
　
（
　
　
圭
’

○
　
出
〈
長
史
自
書
一
封
詣
敦
煙
府
蒲
書
十
六
封
具
／
十
二
封
詣
敦
煙
府
二
詣
酒

　
　
泉
二
詣
王
懐
關
順
〉
三
〈
泰
始
六
年
三
月
十
五
日
統
楼
蘭
走
橡
位
／
馬
腐
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
行
書
民
□
孫
得
成
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
㎜
／
㎜
／
C
－
m
）

　
西
晋
の
泰
始
六
年
（
二
七
〇
年
）
の
木
簡
。
「
詣
」
は
、
伺
い
至
る
意
、
手
紙
の

宛
て
所
を
い
う
。
「
白
書
」
は
、
私
信
、
「
蒲
書
」
は
、
報
告
書
。
蒲
書
ニ
ハ
通
の

内
、
一
二
通
は
敦
僅
府
宛
、
二
通
は
酒
泉
府
宛
、
二
通
は
王
懐
一
閾
順
宛
。
従
橡

位
の
馬
属
が
こ
れ
ら
を
某
（
孫
得
成
か
）
に
託
し
た
と
の
記
録
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
取
書
一
封
□
□
各
一
封
□
□
付
故
□
□
□
至
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
獅
、
乞
◎
ミ
㌣
－
声
一
自
二
∵
旨
§
）

　
　
㈹
　
張

○○○○○○○○○○

　
従
胡
當
散
蓼
一
供
三
解
新
褐
嚢
一
枚
胡
索
一
張
　
（
木
簡
、
1
9
／
m
／
α
－
2
1
）

　
（
上
略
）
弓
一
張
箭
十
枚
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
。
2
0
背
面
／
㎜
／
α
－
2
2
）

　
弓
一
張
箭
冊
枚
（
上
下
喀
）
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
9
7
背
面
／
㎜
／
α
－
㎜
）

　
抑
　
日

　
當
歩
行
六
日
桑
重
使
前
後
流
離
？
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
蝸
ω
）

　
⑫
　
束

用
例
は
、
先
の
㈹
「
園
」
の
条
に
掲
出
し
た
。

　
㈹
　
枚

　
李
卑
疏
〈
萎
二
領
　
白
革
嚢
二
枚
　
黒
褐
嚢
一
枚
／
赤
革
嚢
一
枚
　
自
布
嚢

　
一
枚
　
均
布
三
枚
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
2
0
正
面
／
㎜
／
α
－
2
2
）

　
［
上
残
］
□
連
嚢
一
枚
　
　
　
（
孟
、
棚
、
岩
O
べ
。
。
O
。
－
－
＞
・
曽
二
∵
旨
畠
）

　
将
周
弄
部
兵
員
赤
嚢
一
枚
受
五
解
五
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
獅
、
オ
◎
。
。
ω
㌣
－
＞
二
自
∴
一
3
7
一

先
に
も
「
褐
嚢
一
枚
」
と
み
え
た
（
㈹
「
張
」
の
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
舟
枚
木
篭
一
枚
（
上
下
破
損
）
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
9
5
／
㎜
／
C
－
蝸
）

　
□
鼓
二
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
9
8
／
㎜
／
α
－
㎜
）

　
入
　
客
曹
憤
皮
二
牧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
オ
◎
曽
卜
－
－
＞
・
曽
ト
旨
）

孟
凡
人
氏
は
、
「
牧
」
を
「
枚
」
と
釈
す
る
（
醐
）
。

　
井
行
　
　
承
前
新
入
馬
皮
合
十
二
「
枚
」
　
（
マ
、
考
◎
s
蜆
・
－
－
＞
・
自
｛
｛
◎
お
）

「
枚
」
字
は
後
補
字
ら
し
い
。
孟
凡
人
氏
の
釈
に
は
こ
れ
が
な
い
。

中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
1
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）

sokyu



中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
　
（
三
保
）

8

○○○○○○○○○り○○ 　
□
出
　
　
葦
四
枚
半
連
治
鎧
二
領
兜
黎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ャ
／
4
）

　
四
枚
葦
仮
督
王
珊
部
失
亡
　
　
　
（
孟
、
蝸
、
岩
◎
轟
H
－
■
＞
・
自
二
∵
O
お
）

　
［
上
残
］
前
駝
他
帯
一
枚
謡
索
三
枚
故
絶
不
任
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
螂
、
オ
◎
ミ
。
。
一
＞
・
目
∴
二
）

　
青
栴
一
領
／
弓
一
張
箭
十
枚
　
　
　
　
沃
者
所
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
2
0
背
面
／
㎜
／
α
－
2
2
）

　
胡
支
得
失
皮
鎧
一
領
皮
兜
整
一
枚
角
弓
一
張
箭
升
枚
木
桐
一
枚
／
高
昌
物
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
9
7
背
面
／
m
／
α
－
㎜
）

　
劉
得
秋
失
大
戟
一
枚
盾
一
枚
皮
羊
兜
黎
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
9
7
正
面
／
㎜
／
α
－
㎜
）

損
失
晶
リ
ス
ト
で
、
「
胡
支
得
」
「
劉
得
秋
」
は
高
昌
で
戦
残
し
た
ら
し
い
。

　
（
正
面
）
入
〈
敦
煙
兵
壬
一
王
ヵ
一
嬬
爾
ヵ
一
仁
等
鐙
一
鎖
ヵ
一
十
一
枚
／
胡
斧
五
松
一
枚
ヵ
一

　
二
秋
銚
一
枚
今
還
〉
＊
〈
泰
始
五
年
六
月
十
七
日
監
臓
一
蔵
カ
一
操
趨
所
／
楊
得
都

　
斤
幹
轟
ヵ
一
応
口
□
上
□
□
〉
　
　
（
背
面
）
入
杜
督
部
兵
観
　
　
　
　
（
大
谷
）

孟
凡
人
氏
の
釈
（
㎝
、
㎝
）
に
よ
り
、
一
部
に
加
筆
し
た
。
＊
部
に
は
符
合
あ

o　
［
上
残
］
□
□
□
斧
八
枚
（
下
略
）
（
孟
、
鋤
、
岩
◎
δ
H
－
－
＞
。
自
∴
∵
旨
轟
）

　
㌧
孕
胡
鐵
大
鋸
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
一
乞
◎
8
9
－
■
＞
・
く
。
糸
ら
崖
）

　
承
　
　
前
胡
鐵
小
鋸
針
十
六
□
［
下
残
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
鋤
、
オ
◎
べ
o
．
o
－
■
＞
・
自
二
∵
H
o
・
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

□
部
に
つ
き
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
氏
に
は
「
（
枚
）
」
と
あ
る
（
シ
ャ
／
1
4
）
。

　
前
胡
鐵
小
鋸
什
八
枚
〈
其
一
枚
仮
兵
趨
虎
／
一
枚
□
□
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
洲
、
岩
◎
べ
O
．
H
－
－
＞
一
目
ニ
ニ
洪
）
）

　
大
鐵
三
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
鋤
、
オ
◎
べ
o
◎
†
■
＞
。
目
二
ら
）

○
　
国
　
　
前
新
入
胡
舌
合
三
百
九
十
五
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
独
、
オ
◎
ミ
㊤
－
－
＞
二
－
二
二
）

○
　
［
上
残
］
碧
三
枚
其
…
…
　
　
（
孟
、
獅
、
オ
◎
べ
竃
－
－
＞
。
自
∴
∵
o
畠
o
）

　
右
の
よ
う
に
、
「
枚
」
は
、
嚢
、
均
布
、
木
篭
、
鼓
、
憤
皮
、
馬
皮
、
葦
、
駝
他

帯
、
義
索
、
ま
た
、
箭
、
皮
兜
整
一
皮
羊
兜
整
、
木
桐
、
大
戟
、
盾
、
鐙
一
鎖
ヵ
一
、
胡

斧
、
胡
鐵
大
鋸
一
小
鋸
、
大
鐙
、
胡
舌
、
碧
、
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
㈹
　
根

○
　
　
［
上
残
］
材
冊
五
根
　
　
　
　
　
（
孟
、
捌
、
老
◎
べ
o
。
甲
■
＞
一
曽
二
∵
s
o
◎
）

　
材
木
の
類
を
数
え
た
ら
し
い
が
、
そ
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
歳

○
　
兵
支
胡
簿
成
　
兵
支
胡
寅
得
　
右
二
人
共
字
駿
四
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
刎
、
老
◎
O
。
さ
－
■
＞
一
曽
二
∵
冒
）

　
　
㈹
　
領

○
　
　
（
正
面
）
兵
胡
騰
寧
市
青
栴
一
領
広
四
尺
六
寸
（
背
面
）
長
丈
一
尺
故
黄
栴

　
　
摺
一
領
買
繍
三
匹
　
　
　
　
　
（
孟
、
湖
、
岩
◎
o
。
◎
†
■
＞
・
自
∴
∵
s
お
）

　
　
せ
ん

　
「
栴
」
と
は
、
毛
織
物
で
あ
ろ
う
。
毛
織
の
衣
を
「
栴
葵
」
と
い
う
。
㈹
「
枚
」

の
条
に
も
、
菱
、
青
栴
、
鎧
を
対
象
と
す
る
「
領
」
が
み
え
て
い
る
。

　
　
昨
頭
↓
㈲
匹
㈹
口

○
　
黄
羊
一
頭
耽
去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
簡
、
m
／
㎜
／
α
－
m
）

　
「
黄
羊
」
は
、
蒙
古
地
方
に
産
す
る
野
生
の
羊
の
一
種
と
い
う
。

○
　
甲
右
二
人
兵
仮
吏
貞
牡
駿
一
頭
歯
八
歳
［
］
　
（
侯
仙
、
o
◎
o
－
ω
↓
一
〇
s
）

○
　
右
駿
十
二
頭
駝
他
二
匹
将
朱
瀞
部
（
孟
、
伽
、
オ
◎
o
◎
竈
－
■
＞
・
自
二
∵
8
）

〇
　
一
匹
以
上
／
［
上
残
］
□
升
枚
艦
一
頭
／
［
上
残
］
　
□
升
枚
駿
一
園
［
下

　
　
残
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
㎝
）
（
西
・
図
一
史
・
図
版
㈹
）
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□
上
残
］
口
男
生
年
升
五
車
牛
二
乗
共
杷
牛
二
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
、
棚
、
岩
・
〆
＜
・
6
1
及
び
6
2
）

判
読
不
能
部
を
「
綱
」
（
シ
ャ
バ
ン
ヌ
氏
）
と
す
る
説
が
あ
る
。

右
に
は
、
羊
、
駿
、
牛
に
「
頭
」
、
駝
他
に
「
匹
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
楼
蘭
簡
腰
、
残
紙
に
み
え
る
量
詞
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
官
給
品
の
リ

ス
ト
や
武
具
等
の
損
失
目
叩
リ
ス
ト
な
ど
、
公
的
な
文
書
ほ
ど
量
詞
が
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
軍
府
に
お
い
て
も
、
木
簡
を
も
っ
て
「
官
僚
的
な
綿
密
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

で
証
拠
書
類
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。
」
と
さ
れ
る
。
正
式
な
公
文
書
や
上
申
文
書
な

ど
で
は
、
書
式
と
し
て
量
詞
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
な
お
、
木
、
紙
と
い
っ
た
書
記
素
材
に
関
し
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ヘ
ル
マ
ン
氏
は
、

「
木
と
絹
と
は
、
公
用
や
商
用
の
通
信
に
、
紙
は
た
い
て
い
私
的
な
通
信
に
用
い

ら
れ
た
。
木
に
文
字
を
書
く
に
は
、
た
い
て
い
古
来
の
木
筆
が
使
わ
れ
、
ま
た
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

の
場
合
は
、
細
い
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二

付
漢
代
の
医
書

　
　
　
一
　
馬
王
堆
三
号
漢
墓
畠
書
（
五
十
二
病
方
）

　
馬
王
堆
三
号
墓
（
文
帝
二
一
年
、
紀
元
前
ニ
ハ
八
年
）
か
ら
出
土
し
た
簡
腰
に

つ
い
て
は
先
に
も
言
及
し
た
［
既
掲
、
文
献
4
］
。
こ
こ
か
ら
は
、
ま
た
、
質
量
共

に
極
め
て
貴
重
な
島
書
二
六
点
が
出
土
し
て
い
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
「
六
芸
」
類
四
点
、
「
諾
子
」
類
三
点
、
「
兵
書
」
二
点
、
「
数
術
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
〇
点
、
「
方
術
」
五
点
、
そ
の
他
二
点
と
さ
れ
、
こ
の
内
の
九
点
は
、
『
馬
王
堆

漢
墓
畠
書
　
壱
』
（
老
子
甲
本
、
老
子
乙
本
等
を
収
め
る
、
一
九
八
○
年
、
文
物
出

版
社
）
、
『
（
同
）
　
参
』
（
春
秋
事
語
、
戦
国
縦
横
家
書
等
を
収
め
る
、
一
九
七
八
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け

年
）
、
『
（
同
）
　
四
』
（
簡
蹟
の
四
種
、
右
方
術
の
五
点
、
及
び
、
そ
の
附
た
り
の

快
書
四
種
等
を
収
め
る
、
一
九
八
五
年
）
に
、
図
版
（
影
印
）
⑧
釈
文
・
注
釈
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
五
十
二
病
方
」
は
、
「
方
術
」
類
の
一
書
で
、
天
地
約
二
四
セ
ン
チ
、
半
幅
の

し
ろ
き
ぬ

畠
に
記
さ
れ
て
お
り
、
原
書
名
は
未
詳
だ
が
、
秦
漢
の
交
り
、
紀
元
前
三
世
紀
の

写
本
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
に
つ
き
、
今
、
左
記
に
よ
っ
て
量
詞
を
拾
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
醐
首
）
。

　
○
馬
王
堆
漢
墓
畠
書
整
理
小
組
「
馬
王
堆
漢
墓
出
土
医
書
釈
文
H
」
、
『
文
物
』

　
　
一
九
七
五
年
第
六
期
、
「
（
同
釈
文
）
o
」
、
同
誌
第
九
期
（
五
十
二
病
方
）
。

　
　
　
量
　
詞

　
　
ω
　
折
（
葉
）

○
　
産
一
折
（
策
）
　
　
（
㎜
）
　
○
　
口
二
折
（
策
）
、
細
切
、
（
醐
）

　
　
け
ん
　
　
　
　
　
　
こ
た
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
・
け
い

　
「
策
」
は
、
小
束
の
意
、
「
束
」
よ
り
小
さ
い
単
位
で
あ
ろ
う
か
。
「
蛮
」
は
、

大
に
ら
、
ら
っ
き
ょ
う
の
類
ら
し
い
。

　
　
②
　
把

○
　
傷
者
、
以
統
墜
（
断
）
根
一
把
、
（
1
7
）

○
　
択
産
一
把
、
（
4
3
）

　
「
続
断
」
は
、
と
う
な
べ
な
。
な
べ
な
は
、
山
野
に
自
生
す
る
山
羅
萄
科
の
宿

根
草
。

中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
1
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）



中
国
古
代
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腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）
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㈹
　
束

　
○
　
以
龍
須
一
束
井
者
（
煮
）
口
　
　
（
珊
）

　
　
り
よ
う
し
ゆ

　
　
「
龍
須
」
は
、
龍
髪
の
こ
と
ら
し
い
。
い
わ
ゆ
る
龍
の
ひ
げ
の
こ
と
で
あ
ろ
う

　
か

　
　
　
④
　
杯

　
○
　
以
温
酒
一
杯
和
飲
之
。
（
獅
）

　
　
　
㈲
　
枚

　
○
　
以
服
零
、
最
（
撮
）
取
大
者
一
枚
、
（
蝸
）

　
　
　
㈹
　
果
（
穎
）

　
○
　
取
雷
戻
（
矢
）
三
果
（
穎
）
冶
、
（
4
8
）

　
○
　
乾
彊
（
姜
）
二
果
（
穎
）
　
　
（
〃
）

　
○
　
未
□
□
□
執
（
熟
）
烏
莱
（
曝
）
十
四
果
（
穎
）
口
（
胴
）

　
○
　
　
（
上
部
未
詳
）
二
果
（
穎
）
　
　
（
獅
）

　
○
　
以
烏
葉
（
曝
）
五
果
（
穎
）
、
（
蝸
）

　
○
　
冶
烏
葉
（
曝
）
四
果
（
穎
）
、
（
捌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヱ
　
．
う
か
い

　
　
「
冶
」
は
、
細
か
く
砕
い
て
粉
に
す
る
こ
と
、
「
烏
曝
」
は
、
有
毒
性
の
ト
リ
カ

　
ブ
ト
の
母
根
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
ω
梧
（
杯
）

　
○
　
醇
酒
盈
一
衷
梧
（
杯
）
、
（
2
6
）
　
○
　
酒
半
梧
（
杯
）
。
（
2
6
）

　
　
他
に
二
例
（
7
2
、
蜥
）
同
様
か
表
現
が
み
え
る
。
「
棚
」
は
、
「
杯
」
に
同
じ
・

．
木
を
曲
げ
て
作
っ
た
さ
か
づ
き
と
い
う
。

　
　
　
㈱
　
音
（
杯
）

　
○
　
入
三
指
最
（
撮
）
半
音
（
杯
）
温
酒
口
百
治
、
（
6
一
7
）

　
○
　
取
三
指
最
一
撮
）
一
、
入
温
酒
一
音
（
杯
）
中
而
飲
之
。
（
2
4
）

○
　
和
以
温
酒
一
晋
（
杯
）
飲
之
。
（
4
2
）

○
　
□
半
音
（
杯
）
、
飲
之
。
（
6
0
）

　
「
半
音
（
杯
）
」
は
、
さ
か
づ
き
に
半
分
の
量
（
単
位
）
を
い
う
か
。
同
様
の
表

現
が
、
他
に
六
例
（
9
7
，
9
8
，
m
、
胴
、
湖
、
搬
）
み
え
て
い
る
。

　
　
ω
　
廷
（
挺
一
一
挺

○
　
傷
者
、
以
続
慶
（
断
）
根
一
把
、
独
口
長
支
（
枝
）
者
二
廷
（
挺
）
、
黄
鮮

　
　
（
苓
）
二
樋
、
甘
草
□
□
□
□
廷
（
挺
）
、
秋
鳥
泰
（
曝
）
二
□
、
（
1
7
）

○
　
以
其
汁
煮
鮫
一
廷
　
（
挺
）
半
、
為
汁
一
参
、
（
醐
）

　
「
て
い
概
や
い
は
・
細
長
い
も
の
を
数
え
る
に
添
え
る
語
（
例
、
「
甘
庶
百
挺
」
）
。

　
「
挺
」
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
数
え
る
語
で
、
別
字
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
歳

○
　
居
唯
十
［
六
］
歳
到
□
歳
命
（
趣
）
良
。
（
㎜
）

〇
　
十
歳
以
前
薬
乃
乾
。
（
㎜
）
　
○
　
取
三
歳
織
（
脂
）
猪
腎
樽
之
、
（
獅
）

　
　
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
「
歳
」
は
、
年
数
を
い
う
。
「
偉
」
は
、
塗
り
つ
け
る
こ
と
、
「
膏
偉
」
は
、
薬

剤
を
膏
に
混
ぜ
合
せ
て
患
部
に
つ
け
る
方
法
を
い
う
。

　
　
㈹
齊

○
取
梨
盧
二
齊
、
烏
葉
（
曝
）
一
齊
、
磐
一
齊
、
屈
居
□
齊
、
莞
華
一
齊
、
井

　
　
和
以
車
故
脂
、
如
□
□
□
□
裏
。
（
蛆
・
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
い

　
「
和
」
は
混
ぜ
合
せ
る
こ
と
。
「
齊
」
は
、
調
合
、
和
合
し
た
薬
を
数
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
表
現
に
対
し
、
量
詞
を
用
い
な
い
形
と
し
て
次
が
あ
る
。

　
1
　
　
「
数
詞
十
名
詞
」

○
　
□
□
□
者
二
甑
、
（
1
8
）
　
　
．
　
　
○
　
而
煮
水
一
蕃
口
　
　
（
7
7
）

お
う
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
う
二
つ

「
甑
」
は
、
小
鉢
、
ま
た
、
か
わ
ら
け
、
か
め
、
「
警
」
は
、
か
め
、
を
い
う
。

sokyu



u
こ
れ
ら
は
、
器
物
称
量
法
（
量
詞
）
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
○
　
取
三
指
最
（
撮
）
到
節
一
、
（
2
5
一
2
6
）

○
　
晦
壱
射
以
三
矢
　
　
（
独
一
塑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
様
の
表
現
が
他
に
二
例
（
5
7
、
醐
）
み
え
る
。
散
剤
を
三
本
の
指
先
で
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
　
　
　
　
　
　
け
い

○
　
以
弱
（
溺
）
執
（
熟
）
煮
一
牡
鼠
、
（
湖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
だ
量
を
い
う
（
一
撮
は
、
四
圭
）
。
次
も
、
同
趣
の
表
現
で
あ
る
。

　
一
－
数
種
の
生
薬
を
「
一
物
」
…
…
「
七
物
」
と
い
い
（
2
5
，
m
、
独
、
湖
、
　
　
　
　
［
三
指
］

珊
、
㎝
三
例
）
、
五
種
の
穀
物
を
「
五
穀
」
と
い
う
（
9
4
）
の
も
、
右
に
準
ず
る
。
　
　
○
　
冶
以
三
指
一
撮
、
（
4
2
）
　
　
　
　
　
○
　
以
三
指
大
枠
（
撮
）
飲
之
、
（
7
2
）

　
2
　
回
数
（
度
数
）
を
い
う
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
井
以
三
指
大
最
（
撮
）
一
入
音
（
杯
）
酒
中
、
（
m
）

〇
　
三
日
一
浴
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
○
　
日
壱
［
飲
］
、
三
日
病
已
（
醐
一
醐
）
　
　
○
　
以
三
指
三
最
（
撮
）
薬
入
一
梧
（
杯
）
酒
　
　
（
螂
）

○
　
不
過
三
飲
而
已
。
（
m
）
　
　
　
　
　
○
　
日
五
六
飲
之
。
（
㎜
）
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
単
位
の
表
現
で
は
、
「
斗
」
「
升
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、

○
　
日
四
飲
、
（
胴
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
半
斗
」
「
一
斗
」
「
一
斗
半
」
「
二
斗
」
…
…
と
い
っ
た
い
い
方
で
四
〇
例
弱
が
数

〇
　
一
飲
、
病
未
已
口
飲
之
可
。
（
獅
一
脳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ら
れ
、
後
者
は
、
「
一
升
」
「
二
升
」
の
よ
う
に
し
て
二
〇
例
ほ
ど
を
数
え
る
。

○
　
日
壱
飲
。
（
蜥
）
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
日
一
酒
、
（
蝸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
合
」
「
勺
」
、
他
は
ま
れ
で
あ
り
、
「
厘
」
（
一
斗
六
升
を
い
う
容
量
の
単
位
）
が

〇
　
三
温
之
而
飲
。
（
醐
）
一
脳
）
　
　
　
○
　
晦
壱
射
以
三
矢
、
（
脳
・
泌
）
　
　
　
　
一
例
み
え
て
い
る
。

〇
　
十
沸
、
（
獅
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
三
沸
止
、
（
蝸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
茜
（
満
）
爽
一
、
嚢
十
四
、
莱
（
轟
）
之
朱
奥
、
淑
、
合
而
一
厘
、
幡
之
次

○
　
日
三
薫
。
（
眺
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
日
一
蕪
　
（
捌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
、
以
鱈
下
。
（
m
）

○
　
即
三
睡
（
唾
）
之
。
（
㎜
）
　
　
　
○
　
日
一
酒
、
（
蝸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
さ
に
関
し
て
は
、
「
厚
二
寸
」
「
四
寸
」
と
い
っ
た
例
が
六
例
ほ
ど
、
重
さ
に

　
3
　
数
詞
だ
け
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
し
て
は
、
「
雄
黄
二
両
、
水
銀
両
少
半
」
（
蝸
）
が
一
ヶ
所
に
み
え
る
。

○
　
亨
（
烹
）
三
宿
雄
鶏
二
、
（
9
4
）
　
　
○
　
大
園
束
一
、
分
以
為
三
、
（
珊
）
　
　
　
斗
升
の
単
位
が
よ
く
み
え
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
単
位
に
関
す
る
表
現
は
、

○
　
茜
（
満
）
爽
一
、
嚢
十
四
、
（
珊
）
　
○
　
旦
取
羊
（
蜂
）
卵
一
、
（
脳
）
　
　
　
　
大
ま
か
で
淡
白
で
あ
る
。

○
　
治
之
以
柳
輩
一
、
接
十
火
二
、
凡
二
物
。
（
脳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
結

○
　
自
藪
二
、
罷
合
一
、
（
捌
）

　
4
　
散
剤
の
分
量
を
規
制
す
る
表
現
（
医
薬
の
単
位
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
五
十
二
病
方
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
の
内
、
量
詞
、
ま
た
、
単
位
を
扱
っ

　
　
［
三
指
最
一
撮
）
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
文
献
と
し
て
、
左
記
が
あ
る
。

○
　
入
三
指
最
（
撮
）
半
音
（
杯
）
温
酒
口
百
治
、
（
6
⑤
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
錦
益
研
一
凌
嚢
「
我
国
現
已
発
現
的
最
古
医
方
－
－
常
書
《
五
十
二
病
方
》
」
、

○
　
取
三
指
最
一
撮
）
一
、
入
温
酒
；
口
（
杯
）
中
而
飲
之
。
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
物
』
一
九
七
五
年
第
九
期
。

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
I
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
　
（
三
保
）
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中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
l
I
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）

　
こ
こ
で
は
、
病
名
、
調
合
一
製
薬
法
、
服
用
法
、
そ
の
他
の
諾
面
か
ら
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
数
量
表
現
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
室
言
及
が
あ
る
。

　
　
　
本
書
所
用
薬
物
剤
量
単
位
、
除
「
升
」
、
「
斗
」
外
、
大
都
是
借
量
性
単
位
、

　
　
　
　
（
マ
マ
、
ミ
ホ
）

　
　
如
「
　
挺
」
、
「
束
」
、
「
把
」
、
「
折
」
（
即
「
策
」
、
小
束
）
、
「
穎
」
、
「
三
指
撮
」
、

　
　
「
三
指
大
撮
」
、
「
三
指
撮
到
節
」
等
等
、
而
不
見
漢
代
通
用
的
斤
、
両
、
銭
、

　
　
分
、
鉄
、
刀
圭
、
方
寸
ヒ
等
単
位
。
《
素
問
・
病
能
論
》
治
酒
風
方
有
「
三
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

　
　
撮
」
。
《
説
文
》
：
「
撮
、
四
圭
也
、
一
日
三
指
撮
也
。
」
。
《
漢
書
靱
律
歴
志
〉

　
　
注
引
応
郡
説
、
「
四
圭
日
撮
、
三
指
撮
之
也
。
」
可
兄
三
指
撮
到
漢
代
已
固
定

　
　
為
一
種
容
積
単
位
、
而
在
本
書
中
還
僅
僅
是
一
種
不
甚
精
硫
的
借
量
方
法
。

　
漢
代
通
行
の
医
術
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
「
五
十
二
病
方
」
は
”
前
代
的
な
医
書
〃

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
散
剤
の
分
量
を
計
量
す
る
に
際
し
、
”
指
〃
先
具
合
に
よ

る
場
合
と
、
方
寸
ヒ
の
規
準
を
用
い
た
場
含
と
で
は
、
精
密
の
度
に
相
違
が
あ
ろ

う
。　

「
五
十
二
病
方
」
に
は
、
服
薬
と
同
時
に
、
「
祝
日
、
…
…
」
（
狐
）
、
「
古
、
日
：

、
即
三
睡
（
唾
）
之
。
」
（
洲
）
、
「
髪
：
唾
日
…
…
、
即
日
、
…
…
」
（
珊
）
、
そ
の

他
、
呪
文
、
あ
る
い
は
、
お
ま
じ
な
い
の
よ
う
な
噌
え
ご
と
を
す
る
条
が
、
ま
ま
、

み
ら
丸
る
。
武
威
漢
代
医
簡
の
如
き
か
ら
す
れ
ば
、
前
近
代
的
で
は
あ
る
。

　
（
付
）
本
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
参
」
の
用
例
が
あ
る
が
、
用
法
未
詳
の

　
　
　
た
め
、
こ
こ
で
は
保
留
と
し
て
お
く
。

　
　
○
　
以
其
汁
煮
鮫
一
廷
（
挺
）
半
、
為
汁
一
参
、
（
蜥
）

　
　
○
　
以
水
一
斗
煮
肢
一
参
、
（
㎜
）

　
　
○
　
□
一
参
、
茉
一
参
、
口
一
参
、
⑩
凡
三
物
。
□
、
茉
皆
□
□
湯
中
。
（
捌
）

　
　
○
　
熱
陵
枝
一
参
、
（
蝸
）

　
　
　
二
　
武
威
早
灘
披
漢
墓
簡
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
た
ん
ぱ

　
一
九
七
二
年
一
一
月
、
甘
粛
省
武
威
果
城
外
、
郡
連
山
麓
の
早
灘
披
で
発
掘
さ

れ
た
後
漢
前
期
の
墓
葬
の
木
棺
か
ら
、
医
薬
に
関
す
る
木
簡
七
八
点
（
こ
の
内
、

完
整
の
も
の
は
約
六
〇
点
、
長
さ
約
二
三
セ
ン
チ
）
、
木
腰
一
四
点
（
長
さ
二
二
一

七
－
二
一
二
．
・
九
セ
ン
チ
、
幅
一
二
－
四
セ
ン
チ
）
が
出
土
し
た
。
書
体
は
章
草

風
の
も
の
が
多
い
が
、
八
分
、
隷
書
な
ど
も
み
え
る
。
左
記
に
、
そ
の
報
告
が
あ

る
。　

○
甘
粛
省
博
物
館
。
甘
粛
省
武
威
県
文
化
館
「
武
威
早
灘
披
漢
墓
発
掘
簡
報

　
　
　
出
土
大
批
医
薬
簡
腰
」
、
『
文
物
』
一
九
七
三
年
一
二
期
。

　
○
中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究
室
「
武
威
漢
代
医
薬
簡
腰
在
医
学
史
上
的
重
要

　
　
意
義
」
、
同
右
誌
。

　
○
羅
福
頭
「
対
武
威
漢
医
薬
簡
的
一
点
認
識
」
、
同
右
誌
。

　
○
甘
粛
省
博
物
館
一
武
威
県
文
化
館
編
『
武
威
漢
代
医
簡
』
、
一
九
七
五
年
一
〇

　
　
月
、
文
物
出
版
社
。
図
版
、
募
本
、
釈
文
、
注
釈
を
収
め
る
。

　
○
李
均
明
・
劉
軍
「
武
威
早
灘
披
出
土
漢
簡
考
述
1
－
兼
論
”
撃
令
〃
」
、
『
文
物
』

　
　
一
九
九
三
年
第
一
〇
期
。

　
墓
葬
の
被
葬
者
は
医
療
関
係
の
老
人
ら
し
く
、
こ
れ
ら
の
簡
腰
は
そ
の
遺
体
頭

部
辺
に
置
か
れ
た
麻
袋
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
簡
腰
は
、
も
と
は
三
種
類
の
処
方

集
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
全
体
を
通
じ
て
、
処
方
数
約
三
〇
、
使
用
の
生
薬
数

約
百
が
認
め
ら
れ
、
六
朝
以
後
に
続
出
す
る
処
方
集
の
初
期
の
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訳
注
と
し
て
、
左
記
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
○
赤
堀
昭
「
武
威
漢
代
医
簡
に
つ
い
て
」
、
『
東
方
学
報
』
、
京
都
、
第
五
〇
冊
。



13

量

詞

　
前
掲
『
武
威
漢
代
医
簡
』
、
ま
た
、
赤
堀
氏
等
の
注
釈
に
よ
り
、
量
詞
、
お
よ
び
、

そ
の
他
の
数
量
表
現
を
整
理
し
よ
う
。
用
例
末
の
数
字
は
簡
蹟
番
号
で
あ
る
。

　
　
ω
　
丸

○
　
凡
六
物
冶
合
和
丸
以
白
密
大
如
嬰
桃
昼
夜
含
三
丸
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
す
ら
う
め

　
六
種
の
生
薬
を
粉
に
し
て
含
和
し
、
白
蜜
で
嬰
桃
大
の
丸
と
し
た
も
の
を
数
え

る
。○

　
揚
之
丸
大
如
赤
豆
心
寒
気
脅
下
患
呑
五
丸
旦
二
呑
（
1
8
）

　
こ
の
他
に
七
例
を
数
え
る
（
2
9
，
7
6
，
7
9
，
8
2
乙
、
8
3
甲
、
8
3
甲
、
8
3
乙
）
。

　
　
②
　
本

○
　
薬
用
利
盧
一
本
。
（
7
1
）

　
本
数
を
い
う
「
本
」
で
あ
る
が
、
注
で
は
「
分
の
誤
で
あ
ろ
う
。
」
と
あ
る
。
し

ば
ら
く
こ
の
ま
ま
と
す
る
。
「
利
盧
」
は
、
ユ
リ
科
の
シ
ュ
ロ
ソ
ウ
。

　
　
㈹
　
束

○
　
庇
圃
七
束
（
8
0
甲
）
　
　
　
　
　
　
○
　
菓
草
二
束
（
8
8
甲
）
（
8
8
乙
）

　
　
　
　
　
し
お
ん

　
前
者
は
、
紫
苑
、
後
者
は
、
セ
リ
科
マ
ル
バ
ト
ウ
キ
属
の
植
物
（
生
薬
）
と
い

う
。　

　
④
　
枚

○
　
班
髭
十
枚
。
地
腰
一
枚
。
（
4
4
）

　
前
者
は
、
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
マ
ダ
ラ
ゲ
ン
セ
イ
属
の
ヨ
コ
ジ
マ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

等
の
乾
燥
虫
体
と
い
う
。
後
者
は
、
同
科
の
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
等
と
い
う
。

○
　
桑
卑
肖
十
四
枚
。
慶
虫
三
枚
。
（
4
7
）

　
前
者
は
、
桑
の
枝
に
生
み
付
け
ら
れ
た
カ
マ
キ
リ
の
卵
、
後
者
は
、
ゴ
キ
ブ
リ

科
の
サ
ツ
マ
ゴ
キ
ブ
リ
、
お
よ
び
、
シ
ナ
ゴ
キ
ブ
リ
の
雌
の
乾
燥
品
か
。

○
　
棄
升
枚
。
半
夏
十
枚
。
（
8
0
甲
）

○
　
付
子
升
枚
（
8
7
甲
）
　
　
　
　
　
　
○
　
付
子
冊
枚
（
8
8
甲
）
（
8
8
乙
）

○
　
弓
大
鄭
十
枚
　
　
（
8
8
乙
）
　
　
　
　
○
　
　
（
…
…
）
枚
（
8
9
乙
）

　
昆
虫
や
果
実
、
そ
の
他
か
ら
作
っ
た
生
薬
の
個
数
を
「
枚
」
で
数
え
る
。

　
　
⑤
　
果

○
　
付
子
升
果
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
付
子
舟
果
（
5
7
）
（
8
9
甲
）

　
生
薬
の
個
数
を
数
え
る
が
、
「
穎
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
「
付
子
」
は
、

ト
リ
カ
ブ
ト
属
植
物
（
の
子
根
の
方
を
い
う
か
）
。
後
世
は
「
枚
」
を
使
う
こ
と
が

多
い
と
さ
れ
る
。
皮
を
除
い
た
附
子
一
個
の
標
準
の
重
さ
は
半
両
と
い
う
。

　
　
㈹
　
梧
（
杯
）

○
　
温
飲
一
小
梧
。
旦
二
飲
。
（
8
0
乙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い

　
薬
の
服
用
方
法
が
推
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
「
梧
（
杯
）
」
に
よ
る
表
現
は
、

馬
王
塑
二
号
漢
墓
畠
書
の
場
合
よ
り
格
段
に
少
な
い
。

　
　
ω
　
歳

○
　
冊
歳
以
上
（
3
）

　
他
に
十
五
例
み
え
て
い
る
。
年
令
で
な
く
、
年
数
を
意
味
す
る
。

　
こ
の
他
に
、
日
数
を
表
わ
す
「
日
」
が
あ
る
が
、
省
略
す
る
。

　
以
上
に
対
し
、
量
詞
を
用
い
な
い
数
量
表
現
と
し
て
次
が
あ
る
。

　
1
　
一
－
数
種
の
薬
品
を
「
三
物
」
（
2
9
、
他
）
の
よ
う
に
い
う
。
類
例
を
示
す
。

○
　
右
治
百
病
方
（
7
8
）
　
　
　
　
　
　
○
　
百
病
（
8
9
甲
）

〇
　
七
疾
方
（
8
4
甲
、
三
例
）
　
　
　
　
〇
　
七
疾
（
8
5
甲
）

〇
　
七
傷
（
8
5
甲
、
二
例
一

中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
I
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）

sokyu
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「
喉
中
如
百
虫
鳴
状
」
（
3
，
7
9
）
、
「
千
金
不
伝
也
」
（
8
4
乙
）
、

は
、
た
く
さ
ん
の
…
…
と
の
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

　
2
　
回
数
（
度
数
）
を
い
う
も
の

「
百
官
（
9
2
乙
）

○
　
旦
二
飲
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
旦
二
飲
。
不
過
三
飲
。
（
3
6
）

〇
　
十
日
壱
飲
薬
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
○
　
旦
二
呑
（
1
8
）

〇
　
五
沸
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
炊
令
六
沸
（
8
0
乙
）

〇
　
三
沸
（
8
7
甲
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
三
塗
（
6
1
）

○
　
百
升
息
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
日
壱
易
之
（
6
6
）

　
3
　
数
詞
だ
け
の
も
の

〇
　
十
一
椎
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
以
三
指
摩
□
□
□
□
（
6
7
）

○
　
摩
之
皆
三
（
6
5
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
温
酒
飲
之
。
旦
二
四
。
（
1
8
）

○
　
呼
四
五
十
（
1
9
）

　
4
　
価
格
の
「
1
銭
」
の
意
を
表
わ
す
も
の

○
　
牛
膝
半
斤
。
直
五
十
。
（
9
1
甲
、
四
例
、
9
1
乙
、
四
例
）

○
　
方
風
半
斤
。
百
。
（
9
1
甲
、
五
例
、
9
1
乙
、
一
例
）

　
5
　
散
剤
の
分
量
を
規
制
す
る
表
現

○
　
冶
龍
骨
三
指
園
。
和
以
鼓
汁
飲
之
。
（
1
4
一
1
5
）

○
　
冶
龍
骨
三
指
撮
。
（
5
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
と
う

　
竜
骨
（
哺
乳
動
物
の
化
石
）
を
粉
末
に
し
、
こ
の
一
つ
ま
み
を
鼓
汁
で
混
ぜ
合

せ
て
飲
め
と
い
う
。
「
三
指
撮
」
は
、
三
本
の
指
先
で
つ
ま
ん
だ
量
を
い
う
。

　
「
三
指
撮
」
は
、
各
医
書
に
み
え
る
表
現
の
よ
う
だ
が
、
本
書
に
は
、
馬
王
堆

三
号
漢
墓
の
場
合
ほ
ど
の
用
例
は
な
い
。
そ
れ
に
代
り
、
本
書
で
は
、
よ
り
正
解

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
す
ん
ひ

な
計
量
法
と
し
て
の
方
寸
ヒ
（
「
方
寸
匙
」
と
も
）
が
用
い
ら
れ
て
．
い
る
。

○
　
皆
□
酒
飲
一
方
寸
ヒ
。
（
3
6
）
　
　
　
○
　
□
一
以
一
方
寸
ヒ
一
飲
之
。
（
4
3
）

○
　
半
方
寸
ヒ
一
（
8
1
）
　
　
　
　
　
　
○
以
方
寸
ヒ
一
為
後
飯
。
（
8
4
乙
）

○
　
以
温
酒
飲
方
寸
ヒ
一
。
（
8
5
甲
）

　
温
酒
で
生
薬
の
散
剤
の
一
方
寸
ヒ
を
飲
む
、
の
意
。
漢
代
以
前
に
は
散
の
剤
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

が
多
く
、
ま
た
、
酒
飲
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
「
一
方
寸
ヒ
」
は
、
ヒ

の
正
方
一
寸
の
も
の
（
「
以
五
分
ヒ
一
」
（
5
9
）
と
の
例
も
あ
る
が
、
未
詳
）
。
一
寸

は
、
前
漢
で
は
二
⑮
七
五
セ
ン
チ
、
後
漢
で
は
ニ
ニ
ニ
〇
四
、
ま
た
は
、
ニ
ニ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
け
い

七
五
セ
ン
チ
。
一
方
寸
ヒ
の
十
分
の
一
の
量
を
「
一
刀
圭
」
と
い
う
。

○
　
温
酒
飲
一
刀
一
圭
脱
一
。
（
1
3
）
　
　
　
　
○
　
旦
飲
薬
一
刀
圭
。
（
4
5
）

○
　
以
米
汁
飲
一
刀
圭
。
（
7
0
）

　
こ
れ
は
居
延
漢
簡
に
も
み
え
て
い
る
。

　
薬
物
の
配
合
の
割
含
を
示
す
も
の
と
し
て
は
「
分
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

○
　
庇
胡
桔
梗
蜀
淑
各
二
分
（
3
）
　
　
○
　
曝
糞
各
一
分
一
4
）

○
　
人
影
（
髪
）
一
分
（
8
5
甲
一

　
こ
の
他
に
七
四
例
ほ
ど
み
え
て
い
る
が
（
「
桂
半
分
」
「
二
分
半
」
の
類
を
含
む
）
、

こ
の
「
分
」
は
、
重
両
の
単
位
で
は
な
い
。
ま
た
、
鐵
を
刺
す
深
さ
を
い
う
場
合

に
も
「
分
」
を
用
い
る
。

○
　
次
刺
膝
下
五
寸
分
間
栄
。
深
三
分
。
（
2
0
）

○
　
深
四
分
一
2
1
）

　
な
お
、
単
位
の
表
現
と
し
て
、
「
石
」
二
例
、
「
斗
」
二
例
、
「
升
」
二
五
例
、
「
尺
」

四
例
、
「
寸
」
二
例
、
「
斤
」
二
一
例
、
「
両
」
一
〇
例
が
み
え
て
い
る
。

　
中
国
古
代
の
医
薬
書
に
つ
い
て
は
、
馬
継
興
主
編
『
敦
燈
古
医
籍
考
釈
』
（
一
九

八
八
年
一
〇
月
、
江
西
科
学
技
術
出
版
社
）
、
趨
健
雄
編
著
『
敦
煙
医
樺
I
I
敦
僅

遺
書
医
薬
文
選
校
釈
』
（
一
九
八
八
年
一
二
月
、
貴
州
人
民
出
版
社
）
、
そ
の
他
に
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も
多
く
の
言
及
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、

「
枚
」
「
服
」
な
ど
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

五

参
考

さ
ら
に
、
量
詞
「
丸
」
「
杜
」
「
挺
」

　
竹
・
木
簡
類
が
出
土
す
れ
ば
、
い
っ
で
も
量
詞
が
拾
え
か
わ
け
で
は
な
い
。
文

面
そ
の
も
の
に
、
量
詞
が
必
要
と
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
事
情
で

そ
れ
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
現
今
、
詳
細
な
報
告
が
ま
だ

公
表
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
を
一
括
し
て
こ
こ
で
扱
う
こ

と
と
す
る
。

　
　
三
年
第
九
期
。

　
　
　
二
　
随
播
鼓
敷
一
号
墓
竹
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
こ
と
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
こ
う
い
つ
ぼ

　
一
九
七
八
年
三
月
、
湖
北
省
随
県
播
鼓
敷
一
号
墓
一
曽
侯
乙
墓
）
は
、
曽
国
の

い
つ乙

王
を
墓
主
と
し
、
そ
の
墓
葬
年
代
は
紀
元
前
四
三
三
年
頃
と
さ
れ
る
。
楽
器
、

皮
甲
冑
、
青
鋼
礼
器
、
容
器
、
兵
器
、
車
馬
器
、
木
一
竹
用
具
、
金
玉
服
飾
等
と

共
に
、
竹
簡
二
四
〇
余
点
が
出
土
し
た
。
竹
簡
の
一
簡
は
、
長
さ
七
二
－
七
五
セ

ン
チ
、
幅
一
セ
ン
チ
前
後
。
字
数
合
計
約
六
六
〇
〇
字
で
、
冊
書
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
主
と
し
て
葬
儀
に
使
用
し
た
車
馬
や
兵
甲
を
記
録
す
る
。
書
体
は
、
他
の
戦

国
楚
簡
に
常
兄
の
古
文
で
あ
る
。
次
に
報
告
が
あ
る
。

　
○
随
県
播
鼓
敷
一
号
墓
考
古
発
掘
隊
「
湖
北
随
県
曽
侯
乙
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文

　
　
物
』
一
九
七
九
年
第
七
期
。

　
○
嚢
錫
圭
「
談
談
随
県
曽
侯
乙
墓
的
文
字
資
料
」
、
同
右
誌
。

　
簡
文
全
体
の
報
告
が
待
た
れ
る
が
、
兵
車
を
「
乗
」
で
数
え
た
例
が
み
え
る
。

　
A
　
戦
国
時
代
一
秦
代
以
前
の
墓
葬
出
土
簡
蹟
　
　
。
軽
一
廣
一
車
十
乗
又
二
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
大
凡
四
十
乗
又
三
乗

　
　
　
一
　
江
陵
藤
店
一
号
墓
竹
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
信
陽
長
台
関
一
号
墓
竹
簡

　
一
九
七
三
年
、
湖
北
省
江
陵
県
藤
店
で
、
紀
元
前
四
四
八
－
四
二
一
年
と
推
定
　
　
　
一
九
五
七
年
、
河
南
省
信
陽
県
長
台
関
で
戦
国
時
代
（
紀
元
前
四
〇
三
；
二
二

さ
れ
る
墓
葬
が
発
見
さ
れ
、
竹
簡
に
よ
る
遣
策
が
出
土
し
た
。
但
し
、
竹
簡
は
、
　
　
一
年
）
早
期
の
二
基
の
墓
葬
が
発
兄
さ
れ
、
そ
の
一
号
墓
よ
り
竹
簡
が
出
土
し
た
。

い
ず
れ
も
破
損
し
て
お
り
、
計
二
四
片
、
四
七
字
、
残
片
の
最
長
一
八
セ
ン
チ
、
　
　
竹
簡
の
内
、
一
組
（
二
一
〇
点
）
は
竹
書
（
書
籍
類
）
で
、
す
べ
て
残
損
し
、
各

幅
○
。
九
セ
ン
チ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
報
告
と
共
に
竹
簡
七
片
の
図
版
　
　
簡
の
幅
約
〇
一
七
－
〇
一
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
○
二
－
○
・
一
五
セ
ン
チ
。
残
存

が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
内
の
最
長
の
も
の
三
三
セ
ン
チ
。
他
の
一
組
　
二
九
点
）
は
、
遣
策
で
、
長
さ
．

　
○
荊
州
地
区
博
物
館
「
湖
北
江
陵
藤
店
一
号
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
　
　
六
八
一
五
－
六
八
・
九
セ
ン
チ
、
最
長
の
も
の
六
九
・
五
セ
ン
チ
、
幅
○
・
五
－

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
1
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）
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中
国
古
代
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
l
I
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）

○
南
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
○
。
一
〇
－
○
二
五
セ
ン
チ
と
い
う
。
次
に
言
及
が
あ
　
　
　
一
九
六
五
年
冬
、
湖
北
省
江
陵
県
の
望
山
・
沙
塚
の
地
で
、
戦
国
時
代
の
中
小

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
模
の
楚
国
の
貴
族
の
墓
葬
が
発
兄
さ
れ
た
。
望
山
一
号
墓
は
、
戦
国
中
期
の
楚

　
○
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
一
隊
「
我
国
考
古
史
上
的
空
前
発
現
、
信
陽

　
　
長
台
関
発
掘
一
座
戦
国
大
墓
」
、
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
七
年
第
九
期
。

　
○
河
南
省
文
物
研
究
所
編
『
信
陽
楚
墓
』
、
一
九
八
六
年
三
月
、
文
物
出
版
社
。

　
○
朱
徳
照
一
嚢
錫
圭
「
信
陽
楚
簡
考
釈
」
、
『
考
古
学
報
』
一
九
七
三
年
第
一
期
。

　
前
二
者
は
図
版
を
掲
げ
る
。
文
物
出
版
社
の
そ
れ
に
は
釈
文
を
収
め
る
。

　
竹
書
の
方
に
は
量
詞
は
み
え
な
．
い
よ
う
で
あ
る
。

　
遣
策
の
方
に
は
、
既
に
量
詞
と
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

〇
　
一
組
締
　
　
（
二
－
〇
三
）
　
　
〇
　
一
両
縁
韓
■
綾
（
履
）
1
（
二
－
〇
三
）

〇
　
一
両
総
任
履
1
（
二
－
〇
三
）
　
〇
　
一
両
郷
（
漆
）
縫
雇
1
（
二
－
〇
三
）

○
　
…
…
彫
者
二
十
二
足
樫
（
程
）
　
　
（
二
－
〇
二
〇
）

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う

　
「
履
（
履
）
」
は
、
く
つ
、
「
程
」
は
、
つ
く
え
、
状
前
の
几
、
の
こ
と
。

〇
　
一
司
歯
珂
－
（
二
－
〇
二
）
　
○
　
紫
漱
百
嚢
1
（
二
－
〇
二
九
）

〇
　
一
瓶
食
醤
、
一
瓶
某
（
梅
）
醤
－
（
二
－
〇
二
一
）

　
「
組
」
「
両
」
「
足
」
、
お
よ
び
、
「
司
」
「
嚢
」
「
瓶
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
他

に
は
、
「
数
詞
十
名
詞
」
、
「
名
詞
十
数
詞
」
の
形
式
が
多
い
、

〇
　
二
円
缶
、
二
青
方
（
紡
）
1
（
二
－
〇
一
）

〇
　
一
小
鎧
茎
（
樫
）
　
　
（
二
－
〇
一
〇
）

〇
　
一
織
（
驚
）
刀
1
（
二
－
〇
二
七
）

○
　
少
（
小
）
箕
十
又
二
1
（
二
－
〇
六
）

○
　
杯
豆
三
十
（
二
－
〇
二
〇
）

　
　
　
四
　
江
陵
望
山
二
号
墓
竹
簡

威
王
、
あ
る
い
は
、
楚
懐
王
前
期
、
望
山
二
号
墓
と
沙
塚
一
号
墓
は
、
戦
国
中
期
、

そ
の
他
、
望
山
三
、
四
号
墓
、
沙
塚
二
、
三
号
墓
も
戦
国
中
期
、
沙
塚
四
号
墓
は
、

戦
国
早
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
鋼
、
陶
、
漆
、
木
、
竹
、
玉
、
石
、
骨
、
糸
織
物
な
ど
、
豊
富
な
随
葬
品
と
共

に
竹
簡
が
出
土
し
た
。
竹
簡
の
点
数
に
つ
き
、
左
記
に
は
、
望
山
一
号
墓
に
二
三
、

四
点
、
同
二
号
墓
に
約
二
二
点
と
報
告
さ
れ
た
。

　
○
湖
北
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
湖
北
江
陵
三
座
楚
墓
出
土
大
批
重
要
文
物
」
、

　
　
『
文
物
』
一
九
六
六
年
第
五
期
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
た
次
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
望
山
一
号
墓
の
竹
簡

は
二
〇
七
点
、
他
に
空
簡
五
点
、
最
長
三
九
・
五
セ
ン
チ
、
最
短
一
・
○
セ
ン
チ
、

多
く
は
一
〇
セ
ン
チ
以
下
、
幅
一
セ
ン
チ
前
後
、
厚
さ
○
・
一
セ
ン
チ
と
い
う
。

墓
主
患
固
の
ト
簸
祭
祷
の
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
望
山
二
号
墓
の
竹
簡
は
、
六
六

点
出
土
し
た
が
、
多
く
は
破
損
し
て
お
り
、
そ
の
内
、
完
整
の
も
の
は
五
点
だ
け

で
あ
っ
た
。
こ
の
長
い
も
の
は
六
四
一
一
セ
ン
チ
、
短
い
も
の
は
一
セ
ン
チ
ほ
ど
、

多
い
の
は
四
－
一
〇
セ
ン
チ
位
で
あ
り
、
幅
○
・
六
セ
ン
チ
前
後
、
厚
さ
○
二
一

セ
ン
チ
弱
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
随
葬
の
器
物
を
記
し
た
遣
策
で
あ
る
が
、
数
詞
は
、

量
詞
を
介
さ
ず
、
直
に
名
詞
（
随
葬
器
物
）
に
上
接
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
○
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
北
京
大
学
中
文
系
『
望
山
楚
簡
』
、
一
九
九
五
年

　
　
六
月
、
中
華
書
局
。

　
○
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
著
『
江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓
』
、
一
九
九
六
年
四
月
、

　
　
文
物
出
版
社
。
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れ
る
。

　
　
　
五
　
江
陵
天
星
観
一
号
墓
竹
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釈
文
に
よ
れ
ば
、
単
位
は
み
え
て
い
る
が
、
量
詞
は
み
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
一
九
七
八
年
、
湖
北
省
江
陵
県
の
長
湖
南
岸
の
天
星
観
一
号
墓
か
ら
竹
簡
が
出
　
　
　
〇
四
川
省
博
物
館
・
青
川
県
文
化
館
「
青
川
県
出
土
秦
更
修
田
律
木
腰
　
　
四

土
し
た
。
一
部
は
残
欠
し
て
い
る
が
、
約
二
〇
点
は
完
好
で
、
長
さ
六
四
－
七
一
　
　
　
　
川
青
川
県
戦
国
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
八
二
年
第
一
期
。

セ
ン
チ
、
幅
○
。
五
－
○
・
八
セ
ン
チ
、
約
四
五
〇
〇
宇
を
数
え
る
。
内
容
は
、
　
　
　
○
干
豪
亮
「
釈
青
川
秦
墓
木
蹟
」
、
同
右
誌
。

遣
策
と
ト
笠
記
録
（
墓
主
の
病
気
や
家
居
移
転
を
ト
う
）
で
あ
る
。
墓
葬
は
、
紀
　
　
　
○
李
昭
和
「
青
川
出
土
木
蹟
文
字
簡
考
」
、
同
右
誌
。

元
前
三
六
一
⊥
二
四
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
、
墓
主
は
、
邸
旛
に
封
じ
ら
れ
た
番
勅
　
　
　
○
李
均
明
一
何
双
全
編
『
秦
漢
魏
晋
出
土
文
献
　
散
兄
簡
腰
合
輯
』
、
一
九
九
〇

と
判
明
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
七
月
、
文
物
出
版
社
。

　
○
湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
天
星
観
一
号
楚
墓
」
、
『
考
古
学
報
』
一
九

　
　
八
二
年
第
一
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
長
沙
楊
家
湾
戦
国
墓
竹
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
か
わ
ん

　
遣
策
に
は
、
「
集
胆
ヂ
嫡
一
歯
轍
、
歯
識
、
翠
護
□
口
」
の
よ
う
に
、
助
喪
人
の
　
　
　
一
九
五
三
年
、
湖
南
省
長
沙
市
楊
家
湾
の
戦
国
中
期
以
後
と
み
ら
れ
る
墓
葬
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
れ
ん
さ
く

名
字
、
官
職
、
所
贈
晶
な
ど
を
書
い
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
送
喪
時
に
用
い
た
　
　
ら
竹
簡
七
二
点
（
牧
奮
冊
）
が
出
土
し
た
。
長
さ
二
二
・
五
セ
ン
チ
、
幅
○
・
六

車
輌
、
儀
伎
、
御
者
の
官
職
、
姓
名
、
車
の
名
称
、
積
載
物
（
儀
佼
、
兵
器
、
甲
　
　
セ
ン
チ
。
も
と
は
、
二
条
の
綱
帯
で
一
冊
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
字

冑
、
飾
物
）
な
ど
を
書
い
た
も
の
が
あ
る
。
全
体
的
な
報
告
が
待
た
れ
る
。
　
　
　
　
跡
模
糊
と
し
て
い
て
判
読
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
「
長
沙
楊
家
湾
寓
◎
◎
①
号
墓
清
理
簡
報
」
、
『
文
物
参

　
　
　
六
　
青
川
那
家
坪
五
〇
号
墓
木
腰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
資
料
二
九
五
四
年
第
三
褐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
か
へ
い

　
一
九
八
○
年
、
四
川
省
青
川
県
那
家
坪
の
七
二
基
の
戦
国
秦
代
の
墓
葬
の
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
長
沙
子
弾
庫
戦
国
楚
畠
書

号
墓
か
ら
木
腰
二
点
が
出
土
し
た
。
墓
葬
年
代
は
、
秦
昭
王
元
年
（
紀
元
前
三
〇

六
年
）
前
後
と
さ
れ
る
。
木
腰
の
内
、
一
点
は
、
長
さ
四
六
セ
ン
チ
、
幅
三
・
五
　
　
　
一
九
四
二
年
九
月
に
発
兄
さ
れ
た
墓
葬
、
白
巾
書
で
、
左
記
に
論
及
が
あ
る
。

セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
一
五
セ
ン
チ
、
破
砕
が
ひ
ど
く
、
文
字
は
読
め
な
い
。
他
の
一
　
　
　
〇
商
承
柞
「
戦
国
楚
畠
書
述
略
」
、
『
文
物
』
一
九
六
四
年
第
九
期
。

点
は
、
長
さ
四
六
セ
ン
チ
、
幅
二
。
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
○
・
四
セ
ン
チ
、
正
面
に
　
　
　
○
李
零
著
『
長
沙
子
弾
庫
戦
国
楚
畠
書
研
究
』
、
一
九
八
五
年
七
月
、
中
華
書
局
。

三
行
、
金
文
二
二
字
、
背
面
に
四
行
、
全
文
三
三
字
。
こ
の
内
容
は
、
四
川
の
　
　
　
こ
の
自
巾
書
に
つ
い
て
は
、
饒
宗
顕
氏
（
一
九
五
四
年
）
、
董
作
賓
氏
（
一
九
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
り
つ

地
に
お
け
る
法
令
に
関
す
る
も
の
で
、
田
律
を
更
改
し
た
そ
の
律
令
を
具
体
的
に
　
　
年
）
、
陳
磐
氏
（
一
九
五
三
年
）
な
ど
の
論
考
も
発
表
さ
れ
て
お
り
、
『
書
遣
全
集

示
し
て
い
る
。
統
一
以
前
の
秦
国
の
法
律
の
一
斑
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
さ
　
　
1
』
（
中
国
1
、
一
九
五
四
年
、
平
凡
社
）
に
収
め
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
ゲ
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）



中
国
古
代
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
l
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）
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量
詞
の
使
用
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
B
　
漢
代
の
墓
葬
出
土
簡
腰

　
　
　
一
　
江
陵
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡

　
一
九
八
三
年
か
ら
翌
年
の
初
め
に
か
け
て
江
陵
県
張
家
山
で
三
基
の
前
漢
墓
が

発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
最
も
重
要
な
の
は
第
二
四
七
号
墓
で
、
約
一
〇
〇
〇
点

の
竹
簡
が
出
土
し
、
無
字
の
木
蹟
一
点
が
伴
出
し
た
。
墓
葬
は
、
文
帝
の
初
年
（
紀

元
前
一
七
九
年
）
以
前
の
も
の
と
さ
れ
る
。

　
○
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
張
家
山
三
座
漢
墓
出
土
大
批
竹
簡
」
、
『
文
物
』
一

　
　
九
八
五
年
第
一
期
、

　
○
張
家
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
概
述
」
、
同
右
誌
。

　
○
江
陵
張
家
山
漢
簡
整
理
小
組
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
《
奏
漱
書
》
釈
文
」
、
『
文

　
　
物
』
一
九
九
三
年
第
八
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
・
っ
げ
っ
し
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
が
い
ろ

　
竹
簡
の
内
容
は
、
H
漢
律
、
o
奏
漱
書
（
判
例
集
）
、
目
蓋
魔
、
㈲
脈
書
、
㈲
引

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ

書
、
内
算
数
書
、
㈹
日
書
、
㈹
暦
譜
、
㈹
遣
策
で
あ
る
。
H
は
五
〇
〇
余
点
、
o

は
約
二
〇
〇
点
、
H
と
o
で
七
〇
％
、
目
は
兵
法
書
、
四
・
㈲
は
医
書
類
、
㈹
は

占
ト
関
係
の
も
の
と
い
う
。
書
体
は
隷
書
。

　
遣
策
の
簡
文
と
随
葬
晶
と
の
照
合
調
査
（
一
端
）
は
次
の
よ
う
で
あ
り
、
「
笥
」

「
乗
」
「
人
」
は
量
詞
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

［
簡
文
］
書
一
笥
　
　
　
　
［
実
物
］
竹
筒
一
笥
ヵ
一

　
　
　
　
算
璽
一
　
　
　
　
　
　
　
算
議

　
　
　
　
筆
一
、
有
管
　
　
　
　
　
　
筆
筒
一
件

　
　
　
　
研
□
、
有
子
　
　
　
　
　
　
石
硯
二
件

　
　
　
　
剣
一
　
　
　
　
　
　
　
　
木
剣
一
件

　
　
　
　
矛
一
　
　
　
　
　
　
　
　
木
矛
一
件

　
　
　
　
輯
車
一
乗
、
馬
一
…
…
　
　
木
車
一
件
、
木
馬
一
件

　
　
　
　
呉
人
男
女
七
人
　
　
　
　
　
木
儒
七
件

　
　
　
二
　
阜
陽
双
古
堆
一
号
漢
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
よ
う
　
　
そ
う
こ
た
い

　
一
九
七
七
年
に
安
徽
省
阜
陽
県
双
古
堆
で
前
漢
墓
二
基
が
発
掘
さ
れ
た
。
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
こ
う
そ
う

墓
は
、
汝
陰
侯
第
三
代
当
主
の
夏
侯
竈
（
文
帝
一
五
年
、
紀
元
前
ニ
ハ
五
年
残
）

を
、
二
号
墓
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
残
し
た
そ
の
夫
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
墓
主
と
す

る
。　

一
号
墓
よ
り
簡
腰
が
出
土
し
た
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
書
籍
で
あ
っ
た
。

　
　
H
蒼
韻
篇
　
　
　
o
詩
経
　
　
　
　
目
周
易
　
　
　
　
㈲
大
事
記
一
年
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
く
き
よ
う

　
　
㈲
雑
方
　
　
　
　
内
作
務
員
程
　
　
㈹
行
気
　
　
　
　
㈹
相
狗
経

　
　
㈹
辞
賦
　
　
　
　
㈹
刑
徳
一
日
書
（
附
「
干
支
表
」
）
　
　
以
上
、
竹
一
木
簡

　
　
○
書
籍
篇
題
（
四
六
条
）
　
　
以
上
、
木
壁
二
点

　
書
体
は
、
秦
隷
で
、
纂
体
が
多
い
と
さ
れ
る
。
量
詞
の
用
例
は
期
待
で
き
な
い
。

　
○
文
物
局
古
文
献
研
究
室
・
安
徽
省
阜
陽
地
区
博
物
館
（
含
同
）
阜
陽
漢
簡
整

　
　
理
組
「
阜
陽
漢
簡
簡
介
」
、
『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
二
期
。

　
○
同
「
阜
陽
漢
簡
《
蒼
韻
篇
》
」
、
同
右
誌
。

　
○
胡
平
生
一
韓
自
強
「
《
蒼
韻
篇
》
的
初
歩
研
究
」
、
同
右
誌
。

　
　
　
　
三
　
臨
折
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
ぎ

　
一
九
七
二
年
四
月
、
山
東
省
臨
折
県
銀
雀
山
で
二
基
の
前
漢
中
期
の
墓
葬
が
発
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掘
さ
れ
た
。
陶
器
、
漆
器
、
そ
の
他
、
九
五
件
の
随
葬
晶
と
共
に
、
竹
簡
四
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
光
化
五
座
墳
三
号
漢
墓
竹
簡

四
点
が
出
土
し
た
。
墓
主
は
、
一
号
墓
は
司
馬
氏
、
二
号
墓
は
召
氏
か
と
さ
れ
る
。

　
一
号
墓
の
竹
簡
は
、
長
さ
二
七
一
六
セ
ン
チ
、
幅
〇
一
五
－
○
。
九
セ
ン
チ
、
　
　
　
一
九
七
三
年
一
一
月
、
湖
北
省
光
化
県
五
座
頭
で
前
漢
中
期
の
墓
葬
が
発
見
さ

計
四
九
四
二
点
余
。
す
べ
て
書
籍
で
、
隷
書
、
ま
た
、
草
隷
風
の
書
体
に
よ
る
。
　
　
れ
、
三
号
墓
か
ら
竹
簡
約
三
〇
点
が
出
土
し
た
。
遣
策
ら
し
い
が
、
既
に
、
折
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
ぴ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

　
　
H
孫
子
　
　
　
　
o
孫
濱
　
　
　
　
目
六
轄
　
　
　
　
㈲
尉
糠
子
　
　
　
　
　
　
し
た
残
簡
で
、
内
五
点
に
墨
述
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
筆
画
は
模
糊
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

　
　
㈲
管
子
　
　
　
　
内
曇
子
春
秋
　
　
㈹
墨
子
　
　
　
　
㈹
相
狗
経
　
　
　
　
　
　
て
、
か
ろ
う
じ
て
「
十
一
」
「
臣
」
な
ど
の
字
様
が
窺
え
る
と
い
う
。
量
詞
の
有
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
か
く
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
つ

　
　
㈹
曹
子
陰
陽
書
　
㈹
風
角
占
　
　
　
回
災
異
占
　
　
　
宵
雑
占
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　
H
一
〇
の
金
貌
は
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
　
壱
』
（
一
九
八
五
年
）
に
収
め
る
。

　
一
号
墓
の
墓
葬
は
・
武
帝
期
の
前
半
一
紀
元
前
一
四
〇
－
二
一
〇
年
頃
一
と
考
　
　
　
五
　
邪
江
胡
場
王
奉
世
墓
木
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
こ
う

え
ら
れ
て
い
る
が
、
竹
簡
の
書
写
年
代
は
記
述
内
容
か
ら
、
そ
の
即
位
以
前
と
さ
　
　
　
一
九
七
九
年
三
月
、
江
蘇
省
刊
江
県
胡
場
で
前
漢
中
晩
期
の
墓
葬
四
基
が
、
ま

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
、
翌
年
四
月
、
同
地
よ
り
第
五
号
墓
が
発
掘
さ
れ
、
簡
腰
類
が
伴
出
し
た
。

　
二
号
墓
の
竹
簡
は
、
長
さ
六
九
セ
ン
チ
（
漢
尺
の
三
尺
）
、
幅
一
セ
ン
チ
、
計
三
　
　
　
〇
楊
州
博
物
館
・
刊
江
県
文
化
館
「
楊
州
刊
江
県
胡
場
漢
墓
」
、
『
文
物
』
一
九

二
点
、
内
容
は
、
武
帝
の
元
光
元
年
（
紀
元
前
二
二
四
年
）
の
暦
譜
で
、
中
国
の
　
　
　
　
八
○
年
第
三
期
。

暦
と
し
て
は
最
古
の
遺
例
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
墓
葬
年
代
は
、
従
っ
て
、
紀
元
前
　
　
　
○
楊
州
博
物
館
・
刊
江
県
図
書
館
「
江
蘇
刊
江
胡
場
五
号
漢
墓
」
、
『
文
物
』
一

二
二
四
年
を
上
隈
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
一
年
第
一
一
期
。

　
○
山
東
省
博
物
館
・
臨
折
文
物
組
「
山
東
臨
折
西
漢
墓
発
現
《
孫
子
兵
法
》
和
　
　
　
一
号
墓
に
は
、
随
葬
晶
の
笥
（
計
二
二
種
）
の
蓋
に
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
《
孫
濱
兵
法
》
等
竹
簡
的
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
二
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉
一
笥
　
　
臓
一
笥
　
　
胞
一
笥
　
　
梅
一
笥
　
　
暢
一
笥

　
○
羅
福
頭
「
臨
折
漢
簡
概
述
」
、
右
同
誌
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姐
一
笥
　
　
銭
金
一
笥
　
居
女
一
笥
　
諸
遮
一
笥

　
○
銀
雀
山
漢
墓
竹
．
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
　
壱
』
、
一
九
八
五
年
九
　
　
　
内
蔵
物
の
名
称
を
書
い
た
も
の
で
、
馬
王
堆
一
号
漢
墓
、
そ
の
他
に
も
同
様
の

　
　
月
、
文
物
出
版
社
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
が
認
め
ら
れ
る
。
器
物
称
量
法
を
考
え
る
上
で
注
意
さ
れ
よ
う
。

　
○
呉
九
龍
釈
『
銀
雀
山
漢
簡
釈
文
』
、
一
九
八
五
年
二
一
月
、
文
物
出
版
社
。
　
　
　
五
号
墓
出
土
の
簡
腰
類
二
六
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
右
は
、
そ
の
報
告
、
研
究
を
行
っ
た
も
の
だ
が
、
管
兄
す
る
と
こ
ろ
、
「
人
」
「
年
」
　
　
　
○
木
腰
　
二
二
点
　
こ
の
内
、
六
点
に
文
字
が
あ
る
が
、
解
読
で
き
る
も
の

「
日
」
と
い
っ
た
類
が
散
兄
す
る
程
度
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
量
詞
は
拾
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
は
五
点
で
あ
る
。
書
体
は
隷
書
、
ま
た
、
章
草
風
。
内
容
は
、
ω
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
名
位
一
点
、
②
日
記
一
点
、
㈹
文
告
二
点
、
ω
喪
祭
物
品
一
点
。

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）
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古
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に
お
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の
考
察
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保
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け
つ

　
　
○
木
餐
（
椙
）
　
六
点

　
　
○
木
楓
（
検
）
　
七
点

　
こ
の
墓
葬
は
、
宣
帝
四
年
（
紀
元
前
七
一
年
）
、
墓
主
は
、
王
奉
世
夫
婦
と
さ
れ

る
が
、
量
詞
の
使
用
例
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
六
　
大
通
上
孫
家
塞
一
一
五
号
漢
墓
木
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
そ
ん
か
さ
い

　
一
九
七
三
年
来
、
青
海
省
大
通
県
上
孫
家
塞
で
発
掘
さ
れ
た
前
漢
晩
期
の
墓
葬

中
、
一
九
七
八
年
発
掘
の
一
一
五
号
墓
か
ら
約
四
〇
〇
〇
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

完
整
な
も
の
は
長
さ
二
五
セ
ン
チ
、
毎
簡
三
〇
－
四
〇
字
が
記
さ
れ
、
書
体
は
隷

書
、
お
よ
び
、
章
草
体
に
よ
る
。
内
容
は
、
大
部
分
が
軍
事
に
関
す
る
も
の
で
、

当
時
の
功
爵
邊
等
級
の
制
度
、
軍
隊
の
編
成
・
標
識
な
ど
、
ま
た
、
『
孫
子
』
の
一

書
も
含
ま
れ
て
い
た
。
次
に
報
告
、
考
察
が
あ
る
。

　
○
青
海
省
文
物
考
古
工
作
隊
「
青
海
大
通
県
上
孫
家
塞
一
一
五
号
漢
墓
」
、
『
文

　
　
物
』
一
九
八
一
年
第
二
期
。

　
○
国
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
南
大
通
上
孫
家
塞
漢
簡
整
理
小
組
「
大
通
上
孫

　
　
家
塞
漢
簡
釈
文
」
、
同
右
誌
。

　
木
簡
の
中
に
は
、
「
石
」
「
丈
」
「
尺
」
「
寸
」
な
ど
の
単
位
の
他
、
「
人
」
「
両
」

「
戸
」
「
級
」
の
量
詞
が
散
兄
し
て
い
る
。

〇
五
人
日
伍
　
　
（
閉
）
　
　
　
　
　
　
　
○
□
一
人
日
□
、
二
人
日
　
　
（
螂
）

○
□
車
一
両
州
四
（
㎜
）

○
長
以
上
食
邑
二
百
戸
、
斬
（
〃
、
㎜
）

○
拝
爵
各
一
級
、
車
□
□
□
□
□
斬
捕
首
虜
二
級
、
（
㎜
、
燗
）

　
「
卒
各
十
人
一
車
」
（
搬
）
、
「
孫
子
日
、
夫
十
三
篇
」
（
㎜
）
等
は
量
詞
か
ど
う

か
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
　
　
七
　
定
県
八
角
廊
四
〇
号
漢
墓
竹
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
っ
か
く
ろ
う

　
一
九
七
三
年
五
月
、
河
北
省
定
県
八
角
廊
村
か
ら
前
漢
晩
期
の
墓
葬
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
四
〇
号
墓
か
ら
大
量
の
竹
簡
が
出
土
し
た
。
し
か
し
、
破
砕
、
炭
化
が

ひ
ど
く
、
か
ろ
う
じ
て
次
の
書
籍
が
判
明
し
た
。
書
体
は
八
分
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
ふ
で
ん

　
　
H
論
語
　
　
　
　
o
儒
家
者
言
　
　
目
哀
公
問
五
義
㈲
保
偉
伝

　
　
㈲
太
公
　
　
　
　
内
文
子
　
　
　
　
㈹
六
安
王
朝
五
鳳
二
年
正
月
起
居
記

　
　
　
に
つ
し
よ

　
　
㈹
日
書
　
　
　
　
㈹
占
ト

　
墓
主
は
、
『
漢
書
』
の
「
景
十
三
王
伝
」
に
み
え
る
中
山
国
王
劉
修
（
五
鳳
二
年
、

紀
元
前
五
六
年
残
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
次
に
報
告
が
あ
る
。

　
○
河
北
省
文
物
研
究
所
「
河
北
定
県
4
0
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
八

　
　
一
年
第
八
期
。

　
○
国
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
。
河
北
省
博
物
館
・
河
北
省
文
物
研
究
所
（
合

　
　
同
）
定
県
漢
墓
竹
簡
整
理
組
「
定
県
4
0
号
漢
墓
出
土
竹
簡
簡
介
」
、
右
同
誌
。

　
　
（
他
に
も
関
連
の
論
文
を
収
め
る
）

　
量
詞
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
八
　
塩
城
県
三
羊
撤
一
号
漢
墓
木
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ん

　
一
九
六
三
年
、
江
蘇
省
塩
城
県
三
羊
敷
で
、
前
漢
晩
期
の
二
基
の
木
榔
墓
が
発

掘
さ
れ
た
（
二
号
墓
は
、
男
女
合
葬
）
。
漆
器
、
銅
器
、
鉄
器
、
陶
器
、
木
器
、
石

器
等
の
随
葬
晶
と
共
に
衣
物
券
も
出
土
し
て
い
る
。
次
に
報
告
が
あ
る
。

　
○
江
蘇
省
文
物
管
理
委
員
会
一
南
京
博
物
院
「
江
蘇
塩
城
三
羊
敷
漢
墓
清
理
報

　
　
告
」
、
『
考
古
』
一
九
六
四
年
第
八
期
。

　
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
木
器
二
七
点
は
、
衣
物
券
一
点
、
木
備
六
点
、
木
質
器
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足
二
〇
点
で
あ
る
。
衣
物
券
は
、
そ
の
片
側
だ
け
が
残
存
し
て
い
る
形
で
、
全
長

二
二
。
八
セ
ン
チ
、
幅
三
一
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
一
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
正

面
（
表
）
は
、
上
か
ら
下
へ
四
段
に
わ
た
っ
て
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
但
し
、

墨
蹟
は
模
糊
と
し
て
い
て
は
っ
き
り
せ
ず
、
第
三
段
に
「
閑
丸
頽
一
」
「
相
丸
□
一
」

と
あ
る
の
が
、
や
っ
と
読
め
る
。
こ
の
他
に
は
、
糸
偏
の
文
字
、
ま
た
、
「
丸
」
字

や
「
沙
」
字
等
が
散
兄
し
て
お
り
、
各
品
目
の
下
に
は
、
す
べ
て
「
一
」
と
い
う

数
字
が
、
他
の
字
画
に
比
し
て
か
な
り
太
目
の
線
で
書
か
れ
て
い
る
。
確
か
に
、

こ
れ
は
衣
物
券
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
「
一
」
字
の
下
に
文
字
、
即
ち
、
量
詞

は
位
置
し
て
い
な
い
。
背
面
（
裏
）
に
も
文
字
が
少
し
あ
る
よ
う
だ
が
、
は
っ
き

り
し
な
い
。

　
釈
文
は
既
掲
の
『
散
見
簡
腰
合
輯
』
に
も
収
め
る
。

　
　
　
九
　
武
威
磨
咀
子
漢
墓
簡
腰

　
一
九
七
五
年
七
月
、
甘
粛
省
武
威
県
の
磨
咀
子
の
前
漢
晩
期
の
墓
葬
か
ら
四
六

九
点
の
竹
・
木
簡
が
出
土
し
た
。
内
容
は
、
『
儀
礼
』
九
篇
（
一
篇
は
竹
簡
に
写
し
、

八
篇
は
木
札
に
写
す
）
等
で
あ
り
、
次
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
○
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
一
甘
粛
省
博
物
館
編
『
武
威
漢
簡
』
、
一
九
六
四
年

　
　
九
月
、
文
物
出
版
社
。

　
量
詞
と
し
て
は
、
「
一
人
」
と
い
っ
た
例
を
み
る
程
度
で
あ
る
。

　
　
　
十
　
肝
胎
東
陽
七
号
漢
墓
木
札

　
江
蘇
省
（
一
部
安
徽
省
）
肝
胎
県
東
陽
七
号
墓
（
新
の
時
代
）
か
ら
木
札
が
出

土
し
た
。
長
さ
二
三
・
六
セ
ン
チ
、
幅
四
二
一
セ
ン
チ
で
、
三
行
、
三
二
字
が
書

か
れ
て
い
る
。

○
南
京
博
物
院
「
江
蘇
肝
胎
東
陽
漢
墓
」
、
『
考
古
』
一
九
七
九
年
第
五
期
。

こ
の
木
札
は
書
信
様
の
文
書
ら
し
く
、
量
詞
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
士
　
武
威
雷
台
漢
墓
銘
文

　
一
九
六
九
年
一
〇
月
、
武
威
県
雷
台
で
一
基
の
漢
墓
が
発
兄
さ
れ
た
。
後
漢
霊

帝
中
平
三
年
（
一
八
六
年
）
か
ら
献
帝
治
世
下
（
一
九
〇
－
二
二
〇
年
）
に
お
け

る
頃
の
「
張
国
将
軍
」
夫
妻
の
合
葬
墓
で
あ
り
、
随
葬
の
器
物
と
し
て
、
銅
傭
、

車
馬
行
列
、
鋼
器
、
漆
器
、
陶
器
、
鉄
器
、
金
・
銀
一
玉
・
石
器
な
ど
が
出
土
し

た
。
そ
の
鋼
馬
三
九
点
の
内
、
八
点
に
は
次
の
よ
う
な
銘
文
が
あ
り
、
量
詞
が
み

え
て
い
る
。

○
北
異
張
君
騎
一
匹
、
牽
馬
奴
一
人
。

○
守
張
披
長
張
君
郎
君
阿
邦
騎
馬
一
匹
、
牽
馬
奴
一
人
。

○
守
左
騎
千
人
張
披
長
張
君
騎
馬
一
匹
、
牽
馬
奴
一
人
。

　
さ
ら
に
、
他
の
五
点
に
は
「
従
牌
一
人
」
の
よ
う
な
「
人
」
が
み
え
て
い
る
。

C
　
三
国
時
代
の
墓
葬
出
土
簡
蹟

　
　
　
一
　
部
城
史
緯
墓
木
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く
じ
よ
う

　
一
九
八
一
年
、
湖
北
省
東
南
部
の
部
城
県
で
、
三
国
時
代
呉
の
初
期
と
み
ら
れ

る
墓
葬
四
基
が
発
掘
さ
れ
、
次
に
報
告
さ
れ
た
。

　
○
部
城
果
博
物
館
「
湖
北
部
城
四
座
呉
墓
発
掘
報
告
」
、
『
考
古
』
一
九
八
二
年

　
　
第
三
期
。

　
陶
器
、
盗
器
、
金
属
器
、
漆
木
器
と
共
に
、
一
号
墓
か
ら
は
木
腰
六
点
が
出
土

中
国
古
代
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
1
－
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）
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に
お
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し
た
（
水
M
1
、
夫
妻
合
葬
墓
）
。
六
点
と
も
、
長
さ
二
四
－
二
五
セ
ン
チ
、
堕
ニ

ニ
ニ
セ
ン
チ
、
厚
さ
○
・
四
セ
ン
チ
で
、
隷
体
墨
書
に
よ
り
次
の
よ
う
な
茎
言
が

あ
る
。

　
　
　
広
陵
史
緯
再
拝
　
問
起
居
　
　
一
広
墜
墨
字
溌
職
一

　
　
　
童
子
史
緯
再
拝
　
問
起
居
　
　
広
墜
暴
義
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
や
く

　
こ
れ
に
よ
り
、
墓
主
は
、
広
陵
高
郵
の
史
緯
、
字
は
溌
楡
の
少
年
（
一
九
歳
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
え
つ

満
）
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
木
蹟
は
刺
謁
に
相
当
す
る
も
の
で
、
先
の

南
昌
呉
応
墓
簡
腰
（
二
、
C
、
一
）
、
ま
た
、
武
昌
任
家
湾
六
朝
初
期
墓
木
腰
（
『
文

物
参
考
資
料
』
、
一
九
五
五
年
第
一
期
、
六
五
頁
）
な
ど
も
同
趣
の
も
の
で
あ
る
。

　
量
詞
の
記
入
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
文
面
、
ま
た
は
、
簡
腰
類
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
二
　
馬
鞍
山
朱
然
墓
木
蹟

　
一
九
八
四
年
六
月
に
安
徽
省
馬
鞍
山
市
で
一
基
の
呉
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。

　
○
安
徽
省
文
物
考
古
研
究
所
一
馬
鞍
山
市
文
化
局
「
安
徽
東
呉
朱
然
墓
発
掘
簡

　
　
報
」
、
『
文
物
』
一
九
八
六
年
第
三
期
。

　
　
○
楊
泓
「
三
国
考
古
的
新
発
現
、
読
朱
然
墓
簡
報
札
記
」
、
同
右
誌
。

　
墓
主
は
、
右
軍
師
、
左
大
司
馬
未
然
（
赤
烏
九
年
、
二
四
六
年
残
）
で
、
随
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ

器
物
と
伴
に
、
木
蹟
一
七
点
（
木
謁
三
点
、
木
刺
一
四
点
）
が
伴
出
し
た
。
謁
に

は
、
中
央
上
部
に
「
謁
」
、
右
端
上
部
に
小
さ
く
「
持
節
右
軍
師
左
大
司
馬
当
陽
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

丹
楊
朱
然
再
拝
」
と
あ
る
。
刺
に
は
、
「
故
郵
朱
然
再
拝
　
問
起
居
　
字
義
封
」
「
丹
楊

朱
然
再
拝
　
問
起
居
　
轟
字
義
封
」
「
弟
子
朱
然
再
拝
　
問
起
居
　
字
義
封
」
と
あ
る
。

謁
は
、
長
さ
二
四
・
八
七
セ
ン
チ
、
幅
九
。
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
一
四
セ
ン
チ
、

刺
は
、
二
四
・
八
セ
ン
チ
、
二
丁
四
セ
ン
チ
、
〇
一
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
謁
は
、

幅
も
厚
み
も
あ
り
、
肩
書
も
麗
々
し
い
こ
と
か
ら
、
位
の
上
の
人
に
通
す
と
き
に

用
い
ら
れ
、
刺
は
、
同
等
、
な
い
し
は
以
下
の
者
に
出
さ
れ
る
、
二
者
は
、
用
法

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
異
に
す
る
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
生
前
に
実
用
し
て
い
た
も
の
を
死
者
に
持
た

せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
性
格
上
、
量
詞
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

［
付
記
］

　
本
研
究
は
、
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）
（
2
）
）
に

よ
る
「
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
の
歴
史
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
研
究
を
進
め
る
に
つ
き
、
左
記
を
初
め
と
す
る
中
国
、
日
本
の
多
く
の
先
達
の

学
恩
を
被
り
、
ま
た
、
再
三
に
わ
た
っ
て
日
本
計
量
史
学
会
の
岩
田
重
雄
氏
の
御

厚
情
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
大
庭
脩
著
『
木
簡
』
、
一
九
七
九
年
三
月
、
学
生
社
。

　
呉
恵
霧
原
撰
二
局
畑
常
信
監
訳
『
木
簡
手
帖
』
、
一
九
八
七
年
九
月
、
木
耳
社
。

　
西
村
昭
一
著
『
中
国
新
出
土
の
書
』
、
一
九
八
九
年
二
月
、
二
玄
社
。

　
大
庭
脩
著
『
漢
簡
研
究
』
、
一
九
九
二
年
二
一
月
、
同
朋
社
出
版
。

（
1
）
　
渡
辺
実
「
日
華
両
語
の
数
詞
の
機
能
　
　
助
数
詞
と
単
位
名
　
　
」
、
『
国

　
　
　
語
国
文
』
、
第
二
一
巻
第
一
号
－
二
一
〇
号
1
、
一
九
五
二
年
一
月
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
ア
ル
バ
ー
ト
・
ヘ
ル
マ
ン
著
・
松
田
寿
男
訳
『
楼
蘭
　
流
砂
に
埋
も
れ

た
王
都
』
、
東
洋
文
庫
1
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
一
月
、
二
二
一
頁
。

　
拙
稿
「
敦
煙
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
一

九
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
、
四
頁
。

　
注
（
2
）
文
献
、
二
二
一
頁
。

　
注
（
2
）
文
献
、
一
一
六
頁
。

　
李
学
勤
「
記
在
美
国
挙
行
的
馬
王
堆
白
巾
書
工
作
会
議
」
、
『
文
物
』
、
一
九

七
九
年
第
一
期
。

　
後
掲
、
赤
堀
昭
氏
文
献
。



（
8
）

（
9
）

原
文
、
こ
の
条
に
「
据
慧
琳
《
一
切
経
音
義
》
巻
五
十
三
引
文
改
正
。
」

と
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
西
村
昭
一
著
『
中
国
新
出
土
の
書
』
、

〇
五
頁
。

一
九
八
九
年
二
月
、
二
玄
社
、
一

23

中
国
古
代
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
I
1
日
本
語
助
数
詞
研
究
の
た
め
に
　
　
（
三
保
）


